


近
世
後
期
堂
上
公
家
勧
修
寺
家
の
雑
掌
に
つ
い
て

-

蔵
人
方
地
下
宮
人
袖
同
文
景

F家
記
J
を
事
例
に
-

西

村

慎
太
郎

は
じ
め
に

本
稿
で
は
近
世
後
期
に
地
下
宮
人
を
勤
め
つ
つ
'
堂
上
公
家
の
雑
掌
と
し
て
活
動
し
た
人
物
の
存
在
形
態
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ

る
｡
論
の
中
心
は
堂
上
公
家
維
掌
の
役
割
に
つ
い
て
だ
が
'
維
掌
で
あ
り
つ
つ
'
地
下
宮
人
で
あ
る
人
物
の
特
質
も
論
じ
て
い
く
｡
地
下

(-
)

官
人
と
は
､
朝
廷
儀
式
で
用
い
る
諸
道
具
を
調
進
や
実
際
に
儀
式
に
勤
仕
す
る
下
級
の
公
家
の
こ
と
で
あ
る
｡
地
下
官
入
組
紙
の
全
体
像

は
別
塙
で
論
じ
る
予
定
な
の
で
'
こ
こ
で
は
そ
の
概
略
を
述
べ
た
い
｡(2
)

･
地
下
官
人
は
天
保

二
二
年

(
一
八
四
二
)
段
階
で
九
五
三
人
存
在
し

'

三
種
類
の
階
層
-
催
宮
人

･
並
官
人

･
下
官
人

｣
に
分
か
れ
て

(3
)

い
た
｡
催
宮
人
は
押
小
路

･
壬
生

･
平
田
の
三
家
で
､
｢地
下
宮
人
之
棟
梁
｣
と
称
さ
れ
て
お
-
､
押
小
路
家
は
外
記
方

､
壬
生
家
は
官

方
'
平
田
家
は
蔵
人
方
の
地
下
官
人
集
団
を
そ
れ
ぞ
れ
統
轄
L
t
朝
廷
運
営
の
中
心

(関
白

･
武
家
伝
奏
.･
上
卿

･
奉
行

･
蔵
人
な
ど
)

と
各
地
下
宮
人
の
間
に
介
在
し
て
､
触
頭
的
役
割
を
担
っ
た
｡
並
官
人
は
世
襲
で
地
下
官
人
を
勤
め
る
家
で
､
五
位
､
四
位
の
位
階
に
叙

近
世
後
期
堂
上
公
家
勧
修
寺
家
の
雑
草
に
つ
い
て

(西
村
)

八
七



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
四
号

(二
〇
〇
三
年
)

八
八

さ
れ
'

一
部
知
行
地
を
持
つ
家
も
あ
っ
た
が
'･非
常
に
微
小
で
あ
っ,た
｡
下
官
人
は
町
人

･
百
姓
な
ど
の
身
分
で
'
儀
式
の
時
の
み
に
装

束
を
着
用
し
て
T
.並
官
人
に
随
い
､
.勤
仕
す
る
存
在
で
あ
っ
た
｡
位
階
は
七
位
か
バ
あ
る
い
は
無
位
無
官
で
あ
る
｡
身
分
的
に
言
え
ば
､

並
官
人
ま
で
が
公
家
身
分
で
あ
った
と

亭

見
よ
う
0
ま
た
:･

催
官
人
の
統
轄
を
受
け
な
い
地
下
官
人
も
存
在
し
た
9
彼
ら
に
は
独
自
の
統

轄
す
る
家
が
あ
っ
た
｡.
例
え
ば
､
随
身
七
い
う
地
下
官
人
は
土
山

"
調
子
の
両
家
が
触
頭
と
し
て
'
朝
廷
運
営
の
中
心
と
他
の
随
身
と
の

(4
)

間
に
い
た
.｡
こ
れ
ら
地
下
宮
人
は
毎
年
作
成
さ
れ
る
1
地
下
次
第
J
に
掲
載
さ
れ
る
O
即
ち
､
r地
下
次
第
｣
に
載
っ
て
い
る
人
物
こ
そ

地
下
宮
人
と
言
え
よ
う
り

･

さ
て
､.
地
下
宮
人
の
経
営
は
決
七
で
安
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
.
近
代
の
回
顧
録
に
よ
れ
ば
､
｢摂
家

･
親
王
家
以
下
の
家
臣
と

(5
)

な
っ
て
｣
､

生
計
を
立
て
る
道
も
あ
っ
た
七
の
記
述
が
見
え
る
｡
で
は
､
ど
の
-
ら
い
の
人
数
の
地
下
宮
人
が
堂
上
公
家
の
家
臣
と
な
っ

(6
)

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
表

一
は
慶
応
三
年

二

八
六
七
)
の

r雲
上
便
覧
大
全
｣
か
ら
堂
上
公
家

(大
臣
家
以
上
は
除
く
)
の

｢雑
草
｣

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
人
物
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
｡
備
考
欄
に
●
を
付
し
た
人
物
が
地
下
官
人
で
あ
る
｡
堂
上
公
家
九
七
家
中

一
五
五
人
の
雑
草
が
記
さ
れ
て
い
る
が
､
そ
の
う
ち
三
九
人
が
地
下
宮
人
で
あ
る
｡
堂
上
公
家
雑
掌
で
あ
り
つ
つ
､
朝
廷
儀
式
に
勤
仕
す

る
地
下
官
人
は
決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
｡

で
は
'
雑
草
と
は
何
か
｡
随
筆
や
回
顧
録
の
類
か
ら
雑
掌
に
関
す
る
記
述
を
#
示
し
て
み
た
い
｡
津
村
儲
庵

r評
海
｣
に
よ
る
と
､

｢堂
上
の
青
侍

･
雑
掌
給
棒
は
米
三
石
の
定
な
り
'
因
て
京
都
の
方
言
に
三
石
左
と
呼
ぶ
也
｣
と
あ
り
､
ま
た

｢少
禄
の
公
家
衆
は
家
々

の
雑
掌
に
養
る
や
う
な
る
も
の
也
､
上
臓
な
る
故
､
棒
大
の
さ
し
つ
か
ひ
も
存
知
な
く
'
大
や
う
成
事
に
て
､
た
と
へ
ば
し
か
じ
か
の
品

は
し
き
よ
し
云
付
ら
る
る
'
高
僧
に
て
求
が
た
け
れ
共
､
夫
を
雑
掌
成
難
さ
由
は
い
は
ぬ
事
､
只
唯
諾
し
て
果
た
さ
ず
打
置
ば
'
又
催
促

(-
)

あ
る
時
畏
り
た
り
と
計
り
い
ひ
て
打
お
き
､
自
然
と
事
の
止
を
待
計
也
｣
と
見
え
る
｡
勢
多
章
甫

r思
ひ
の
倭
の
記
J
に
は

｢凡
そ
役
人

に
は
必
ず
委
托
す
る
も
の
あ
り
｡
(中
略
)
伴
奏
に
は
雑
草
あ
り

(中
略
)
皆
数
年
熟
練
し
た
れ
ば
'
新
任
の
人
と
て
も
労
せ
ず
し
て
事



[表1]｢雲上便覧大全J(慶応3年)雑掌一覧

近
世
後
期
堂
上
公
家
勧
修
寺
家
の
雑
掌
に
つ
い
て

(西
村
)

家 雑草 備考 家 .維掌 備 考 秦

維掌 備考正業見町 松永梅守 炎松 多村伊一瓶

久世 六角右兵衛大尉 ●.滋野井 応メ壷小鳩 .

i也田右近 千種 岸大路豊後 =消水谷 木村小平太■. 三室戸 林 備後 梅青

臭 .加嶋富三郎桂主脳 外 山 疋 田左京

宕作要人1四辻 ^百j敬剖; 豊岡

佐 々木主殿 愛宕 西卓也右兵衛石尾監物 ｣ヒ｣､路 前 川兵雄 二粧久世 苗木為 三郎

小倉 間中務 甘路寺 西亨也内匠 植松

沢 山蔵 人河皇青 . 森田左近 坂 上勝次

鹿田 弓削近江介 ●青木左兵衛大尉 ●薬室
- i度辺民畜S 深 梅内戒少允 ●阿野 金崎 内記 p 山口左衛 門 稜小

路 方R谷右 兵術 .橋本 伊藤采女 ■ 勧 伸寺

立入加 賀守 ●五辻 岡本近江衣辻 井川主計

其 凹内記 大麻 川合右香淀 ●山本

戸田采女 立 入陸奥守 ●越川主計武者小路 前川兵剖; 立入左京苑 ●白川 村上

出塑守J●風早 森左仲 万里小路 東沖右近将 監 ●安陪田備前守 ●
押小路 香田右兵術大尉 ●北功 時

間神祇少史 ●高松 . 藤井消盲妃 - ラ音岡 .
青木治郎少丞 ●竹内 木下聞き也 山岡主鳩 坊城 浅野主脚 高辻 . 滋鳩掃 部

相楽 内記 山科筑前守.●岡本

左衛門鍍 川離i縫股 芝 山 三

木兵雄 五条 木村中国 桑J京靭n
田Ii;く大進 水野内戒高丘 友田内言己 池尻 片山民郎 耳と坊城 三上越

前守 .●飛鳥井 市的式部 棚柄大過 井上

内蔵安多宮 内 梅小路 鈴木主胎 蛸棉 永

田大和大接 ●.柾亨皮 棚橋綴 郎 ` 岡崎 一 曹 関内

記 消1岡 中川安 人沢山丹治

J 森本金吾 西洞院 吉 田右脳野宮 西池大王隅少進 ●岸木縫一旺之助 山凹小脳大塚兼良梯 四条 金 凹左術 門 平松 ■文盲野幡判圭
今城 日中右近 塊川一弓中正忠 ●

助川l但鵜Wr*** . 山科 ..′ト林左端大

允 ●滋谷 岩井右御門 .中御 門 渡辺伊純 . 松 til左 近fff生 ●交野 石

食大和持明 院 山本志煉 鷲Fi 本多勘,坪山■
石jF 辻井将甘岡本将監 紬小路 森本書

焚岐 l 近藤摘 記脚 . 招Jも右兵術 , 称号巧 秋 関谷五段 nJ-檎 TJ'q81主殿
秋中治郎 ■ ノヽ粂 - 大嶋左京 伏J疏 岡本埠

人東陸】 酉村 立殿 水軸湘 小泉越 後句三 ●
井上右近山本率臓 姐坂 言掛岐守 ●二ヒ御門 壬芋杉陰紬少允 ●高野 純tiJ金子車 . 七 粂 小 川大和 曽 u]陰陶大

允 ●上i令泉 中川 主水 高橋主税 屯岐美作介 ●近藤右近比と 町況 中城要人

食う臨 小鳩l劫解山下冷泉 田中右術 門
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(8
)

(9
)

を
取
に
至
れ
り
｣
と
見
え
る

｡

尾
崎
三
良
の
回
顧
録
に
よ
れ
ば
'
｢雑
掌
は
今
の
家
令
｣
と
見
え
る

｡

以
上
の
記
述
を
ま
と
め
る
と
､
雑

掌
と
は
①
青
侍
と
並
び
称
さ
れ
て
米
三
石
程
度
の
俸
禄
で
堂
上
公
家
に
出
仕
'
②
公
家
の
経
営
に
関
わ
っ
て
い
た
､
③
武
家
伝
奏
は
雑
草

が
い
る
こ
と
で
役
務
を
滞
り
な
-
勤
め
る
こ
と
が
で
き
た
'
④
近
代
華
族
の

｢家
令
｣
に
相
当
す
る
｡
以
上
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
｡

(10
)

こ
の
よ
う
な
雄
掌
に
つ
い
て
'
中
世
史
で
は
多
-
研
究
蓄
積
が
認
め
ら
れ
る
.
こ
こ
で
菅
原
正
子
氏
の
研
究
を
参
考
に
し
て
､
中
世
公

(‖
)

家
の
雑
草
を
以
下
の
七
点
に
ま
と
め
る
｡
①
荘
園
の
運
営
､
②
主
人
の
陪
従
'
③
文
書
の
作
成

･
発
給
､
④
使
者

･
取
次
､
⑤
寺
社
代
参
'

⑥
家
内
行
事

･
作
事
の
管
理
､
⑦
武
装

･
警
護
｡
雑
掌
が
中
世
の
堂
上
公
家
家
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
｡
他
方
､
近

世
の
雑
掌
に
つ
い
て
は
論
稿
が
多
く
な
い
｡
わ
ず
か
に
静
石
大
氏
に
よ
.る
広
幡
家
家
政
機
関
を
詠
じ
た
も
の
や
藤
実
久
美
子
氏
に
よ
る
西

国
寺
家
家
政
機
関
を
論
じ
た
研
究
が
あ
る
｡
近
世
公
家
家
内
を
詳
細
に
論
じ
た
示
唆
的
な
研
究
で
あ
る
｡

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
'
本
稿
で
は
堂
上
公
家
雑
掌
の
役
割
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
だ
が
､
以
下
の
点
に
留
意
し
て
論
を
進
め
る
｡

こ
れ
ま
で
十
八
世
紀
後
半
の
堂
上
公
家
に
つ
い
て
は
､
秩
序
の
弛
競

･
財
政
窮
乏

･
家
職
争
論
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
論
じ
ら
れ
て
お
り
､

(12
)

そ
れ
が
宝
暦
事
件

･
尊
号

一
件
に
結
び
つ
い
た
と
の
指
摘
が
あ
る
｡
.
で
は
､
十
九
世
紀
に
入
っ
て
そ
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の

か
.
I]
e
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
自
体
､
大
き
な
意
味
が
あ
り
'
本
稿
の
課
題
で
あ
る
雑
掌
に
関
し
て
よ
り
実
態
的
な
像
が
措
け
る
も

の
と
思
わ
れ
る
｡
反
対
に
､
時
代
的
差
異
や
家
の
差
異
を
無
視
し
て
論
じ
る
こ
と
は
､
全
て
の
雑
掌
が
近
世
を
通
じ
て
均
質
の
役
割
を
担

っ
た
と
短
絡
的
に
結
論
づ
け
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
｡
こ
こ
で
は
天
保

･
弘
化
期
の
堂
上
公
家
を
事
例
に
し
て
､
構
造
的
に
考
え
て
み

る
｡
一.

以
上
､
こ
れ
ら
の
検
討
課
題

･
留
意
点
を
堂
上
公
家
勧
修
寺
家
と
そ
の
雑
掌
で
あ
っ
た
袖
同
家
を
通
じ
て
取
-
組
ん
で
み
た
い
｡
最
初

に
袖
同
家
の
地
下
官
人
と
し
て
､
あ
る
い
は
雑
掌
と

し
て
の
基
本
的
な
点
に
つ
い
て
論
じ
る
｡
次
に
近
世
勧
修
寺
家
の
朝
廷
に
お
け
る
位

置
や
経
営
に
関
し
て
触
れ
る
｡
そ
し
て
､.
∵

J
れ
ら
に
基
づ
い
て
天
保

･
弘
化
期
の
勧
修
寺
家
に
お
け
る
神
岡
家
の
活
動
を
論
じ
て
い
き
た



ヽ

○
..∨

｢

袖
岡
家
と
袖
岡
文
景

『家
記
』
に
つ
い
て

本
章
で
は
勧
修
寺
家
の
雑
掌
を
勤
め
:
ま
た
地
下
宮
人
と
し
て
朝
廷
に
勤
仕
し
て
い
た
袖
岡
家
に
つ
い
て
述
べ
る
｡
は
じ
め
に
本
稿
で

(13
)

主
に
用
い
る
史
料
､
袖
岡
文
景

r家
記
し
に
つ
い
て
述
べ
る
｡
袖
岡
文
景

r家
記
｣
は
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
て

r山
城
国
京
都
袖
岡
玄
蕃
助
家
記
J
と
称
さ
れ
て
い
る
O
｢三
井
文
庫
｣
の
朱
印
と
､
昭
和

1
七
年

1
月
三
〇
日
購
入
の
旨
が
記
さ
れ
て
い

る
｡
昭
和

1
七
年
以
前
の
所
在
は
不
明
｡
そ
の
表
紙
に
は

r家
記
｣
と
記
さ
れ
て
い
て
､
現
存
は
六
冊
､
文
化

二
二
年

･
天
保
六
年

･
同

1
0
年

･
同

1
四
年

･
弘
化
四
年

･
同
五
年
｡
そ
の
内
容
を
分
類
す
る
と
､
①
蔵
人
所
衆
と
し
て
の
活
動
記
事
､
②
上
南
座
と
し
て
の
活

動
記
事
'
③
助
修
寺
家
推
挙
と
し
て
の
活
動
記
事
､
④
袖
岡
家
内
の
記
事
と
な
る
0

次
に
地
下
宮
人
と
し
て
の
活
動
を
検
討
す
る
｡
袖
岡
家
は
蔵
人
所
衆
兼
上
南
座
と
い
う
地
下
宮
人
で
あ
っ
た
｡
そ
の
職
掌
と
歴
史
に
つ

い
て
触
れ
て
み
た
い
｡

(t4
)

蔵
人
所
衆
と
は
'
蔵
人
方
地
下
官
人
で
､
｢諸
節
会
公
事
ノ
時
蔵
人
こ
随
従
シ
､
軒
庇
殿
上
ノ
舗
設
ヲ
掌
ル
｣
役
割
を
担
っ
た
｡
そ
の

(15
)

存
在
は
中
世
段
階
で
確
認
で
き
､
文
正
元
年

(
一
四
六
六
)
大
嘗
祭
で
の
参
勤
を
最
後
に
史
料
か
ら
は
見
え
な
-
な
る
｡
明
和
七
年

(
一

(16
)

七
七
〇
)
再
興
｡
何
故
こ
の
段
階
で
再
興
さ
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
､
上
帝
座
袖
岡
芳
景
と
御
厨
子
所
小
預
大
隅
侶
易
が
任
じ
ら
れ
て
い

(け
)

(_
)

る
｡
そ
の
後
増
員
さ
れ
続
け
て
'
人
家
が
蔵
人
所
衆
を
勤
め
る
家
と
し
て
幕
末
ま
で
に
成
立
し
た
｡

(19
)

一
方
'
上
南
座
は

｢諸
公
事
入
夜
ノ
時
掛
灯
重
ヲ
供
シ
､
御
煤
掃
ノ
希
柄
ヲ
設
ケ
'
御
神
楽
及
三
節
会
三
色
木
ヲ
設
｣
け
る
役
割
､
即

(孤
)

(21
)

ち
掛
燈
台

･
希
柄

･
三
色
木
を
調
進
し
た
｡
上
下
二
家
あ
-
､
上
南
座
が
袖
岡
家
､
下
南
座
は
元
禄
期
頃
下
山
伊
粒
､
幕
末
に
は
能
勢
家

近
世
後
期
堂
上
公
家
軌
修
寺
家
の
雑
掌
に
つ
い
て

(西
村
)

九

一



史
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九
二

が
勤
め
て
い
た
｡
で
は
'
袖
岡
家
は
い
つ
か
ち
上
南
座
を
勤
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
.
こ
れ
に
関
し
て
は

r家
記
]
･天
保

1
0
年

(
1

八
三
九
)
八
月

二

日
条
に
詳
し
い
｡.
袖
同
文
景
は
蔵
人
方
催
宮
人
平
田
職
寅
と
南
座
の
こ
と
に
つ
い
て
話
を
し
た
｡
八
月

一
〇
日
､
平

田
職
寅
は
書
付
を
送
っ
て
い
る
｡
そ
の
昔
付
は

r親
長
卿
記
し

･
平
田
家
の
家
記
な
ど
を
典
拠
に
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
｡
一
番
最
初
に

袖
同
家
の
先
祖
と
思
わ
れ
る
人
物
が
登
場
す
る
の
は
天
正

二
ハ
年
四
月

一
八
日
の
後
陽
成
天
皇
宋
楽
第
行
幸
の
記
事
で
､
.｢上
南
座
景
久
｣

が
確
認
で
き
る
.
.ま
た
'
｢寛
永
三
年
四
月
寄
宿
免
除
注
進
｣
七
は

｢南
座

.袖
岡
主
馬
首
｣
が
見
え
る
｡
こ
れ
ら
の
書
付
を

r家
記
｣

に
記
し
た
後
､
文
景
は
自
家
の
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
｡
そ
れ
に
よ
れ
ば
'
｢
下
南
座
最
初
井
川
市
正
橘
景
正
当
家
分
流
之
趣
也
､

然
而
中
絶
之
様
子
､
永
禄
年
中
食
料
知
行
注
進
当
家

一
本
之
様
子
也
｣
と
し
て
'
下
南
座
井
川
家
は
袖
同
家
の
分
家
で
あ
っ
た
が
､
永
禄

年
間
に
は
袖
岡
家
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
.
既
述
の
景
久
が
当
主
の
頃
は

｢南
坐
於
当
家
兼
帯
｣
で
あ
っ
た
ま
う
だ
｡
以
上
の
こ
と
か
ら
､

袖
周
家
は
遅
-
と
も
永
禄
年
間
に
は
上
帝
座
を
勤
め
て
お
り
､
他
家
の
史
料
か
ら
も
天
正
年
間
に
は
上
南
座
と
し
て
の
活
動
が
確
認
で
き

る
｡次
に
袖
同
家
の
地
下
官
人
と
し
て
の
収
入
を
見
て
み
た
い
｡
｢旧
高
旧
領
取
調
帳
｣
に
よ
る
と
､
袖
岡
家
は
千
本
廻
り
に
〇
･,〇
二
石

(全
三
七

1
･
七
石
中

七
九
給
)
'
西
院
村
に
1
･
五
石

(全
二
八
八
五

･
五
石
中

｣
七
七
給
)､.壬
生
村
に
〇
･
九
石

(全

1
二
五

U拠
E

l
･
九
石
中

七
三
給
)
を
知
行
し
て
い
た
o
こ
れ
は
上
南
座
七
し
て
の
知
行
地
で
'
蔵
人
所
衆
と
し
て
は
無
高
で
あ
る
｡
こ
こ
か
ち
袖

3珂
E

岡
家
は
封
建
領
主
で
は
あ
っ
た
も
の
の
'
非
常
に
微
少
な
知
行
高
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う

.
一
で
は
､
地
下
官

人
と
し
て
の
収
入
は
他
に
な
い
の
か
｡
地
下
宮
人
の
場
合
､
知
行
地
か
ら
の
年
貢
よ
り
も
朝
廷
儀
式
勤
仕
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
下
行
が

(24
)

大
き
な
収
入
源
七
な
っ
て
,S
る
.I
表
二
は
文
化

1
三
年

二
.八
1
六
)
の

r家
記
｣
か
ら
袖
同
家
に
も
た
ら
さ
れ
た
下
行
の
1
覧
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
｡
下
行
か
ら
の
収
入
は
一
貫
七
〇
〇
匁
を
上
回
り
､
こ
れ
を
同
年

一
〇
月
二
九
日
条
に
記
さ
れ
た

1
石
=
五
五
･
五
匁

啓
で
計
算
す
る
と
'
金
収
入
も
含
め
て
凡
そ
三

一
･
六
石
と
な
る
｡
調
進
物
代
も
含
ま
れ
る
た
め
､
実
際
の
収
入
は
さ
ら
に
少
な
い
が
､



[表2]文化13年袖同文景下行米

近
世
後
期
堂
上
公
家
勧
修
寺
家
の
雑
掌
に
つ
い
て

(西
村
)

日付 ･..儀式 ` 三 下行額 . て備考.

.･'4.ll.御神楽御下行 70.53-上南座1.2.375石化､1右

三尋本代享節会十四方拝御下行 1.99.792 止 南座1.782石代､9.6

石 ､国柄座御下行.4.20■■御

経供養御一軒 200疋御俄法講御下行 P..

. 43.810.7425石代菜室殿蔵人拝賀出仕始宿

待後朝三ケ皮献料米 26

.1.5石代月蝕参勤料 . 14.9

鷹司右肘公御拝賀御

直衣始御下行米 40 1石代御媒払

酒肴料 34.5御修法御下行■

58.410.99石代 ◆賀茂祭御下行

26.96 0.415石代近衛若君御元服昇殿御拝賀米 28.5 0.5石代

関東御転任御下行 53.185 0.9

67石代御神楽御下行 13.86

02475石代三節会御下行 163.35 2.97石代 .四方拝御下行 27.225 0.495石代

亥年七月献科剖 (広橋 .清閑寺 .菜塞 ｣中山 .河蛸 .転法輪 .坊城). 53.407 6人半剖 (347.15匁).

.新嘗祭一.豊明節会下行'. こ

57.99 上南座1.01395石代.東照宮奉幣発退日時定御下行 61.3

1石代 .新嘗祭 222.336 3

B87石代1■■∴ 36.426

6人半割 .(236.77匁)■.1029 7.12拝賀献

科 ■427.13拝賀献料 L 24.48 1歩2朱代∫放生会御下行

26.834 4.835石代御降誕殿上敷設御七夜

御下行 103.12 1.7475石代青蓮院宮准后宣下御下行米∴
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知
行
地
か
ら
の
年
貢
収
入
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
｡

次
に
勧
修
寺
家
雑
掌
と
し
て
の
活
動
が
い
つ
か
ら
始
ま
る
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
｡
弘
化
四
年

二

八
四
七
)
正
月

一
日
条
に
､

｢往
古
於
土
川
村
者
神
岡
御
代
官
｣
で
あ
り
､
弘
化
年
間
当
時
袖
同
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

｢慶
長
年
間
土
川
村
水
帳

･
勘
定
目
録
等
｣

に
は
宛
名
が

｢神
岡
越
中
守
｣
で
あ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
｡
後
述
す
る
よ
う
に
､
(東
)
土
川
村
は
勧
修
寺
家
の
所
領
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
｡
つ
ま
り
'
遅
く
と
も
慶
長
年
間
に
は
勧
修
寺
家
領
の
代
官
と
し
て
'
地
方
支
配
を
行
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
な
お
'

寛
永
期
に
は
鹿
苑
寺
と
の
関
係
も
見
受
け
ら
れ
る
｡
当
時
住
持
を
務
め
て
い
た
鳳
林
泉
章
の

｢隔
糞
記
｣
に
は
､
｢袖
岡
越
中
亦
被
来
'

(25
)

秋
納
也
｣
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る

｡

こ
の
こ
と
は
鹿
苑
寺
領
の
年
貢
収
奪
や
地
方
支
配
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡
で
は
､

何
故
鹿
苑
寺
領
と
の
関
わ
り
が
あ
る
の
か
｡
こ
れ
は
鳳
林
承
章
が
勧
修
寺
晴
豊
の
男
で
あ
る
こ
と
と
関
係
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
後
述

(26
)

す
る
よ
う
に
､
袖
岡
文
景
は
仁
孝
天
皇
女
房
勧
修
寺
徳
子
の

｢御
局
掛
御
世
話
申
上
｣
げ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
｡
そ
し
て
そ
れ
は

単
な
る
身
の
回
り
の
世
話
で
は
な
-
'
御
局
領
や
御
局
の
経
営
に
携
わ
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
寛
永
期
の
鹿
苑
寺
に
つ
い
て
も
同

様
の
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

で
は
'
勧
修
寺
家
に
お
け
る
俸
禄
は
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
か
｡
残
念
な
が
ら
'
管
見
の
限
り
で
は
勧
修
寺
家
内
の
家
臣
団
構
成
と
そ
の

俸
禄
は
不
明
で
あ
る
｡
但
し
'
r家
記
J
天
保

1
四
年

1
二
月
二
九
日
条
に
は
書
記
方
加
勢
高
木
直

1
に
五
石
､
近
習
加
勢
木
下
帯
刀
に

四
石
が
与
え
て
い
る
記
事
が
見
受
け
ら
れ
る
｡
本
稿
冒
頭
で
･｢堂
上
の
青
侍

･
雑
掌
給
棒
は
米
三
石
の
定
な
り
｣
と
い
う
記
事
を
示
し
た

が
､
書
記
方
加
勢
や
近
習
加
勢
以
上
の
俸
禄
を
与
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
､
封
建
領
主
と
し
て
の
年
貢
収
奪
以
上
に
重
要
な
収
入

源
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

(訂
,)

次
に
袖
同
文
景
を
中
心
と
し
た
親
族
関
係
を
見
て
み
た
い

｡

文
景
の
父
和
景
は
安
永
三
年
に
立
入
経
康
四
男
と
し
て
生
ま
れ
､
天
明
五

年
に
袖
岡
景
賢
が

｢依
病
辞
官
返
上
位
記
｣
し
七
こ
と
に
伴
い
t
.養
子
に
入
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
文
化
二
年
に
三
1
歳
で
死
去
し
て



い
る
が
'
そ
の
時
文
景
は
七
歳
で
あ
っ
た
｡
当
時
実
祖
父
で
あ
る
立
入
経
康
は
七
五
歳
､
伯
父
宗
峡
は
二
七
歳
｡
立
入
家
は
上
御
倉
と
い

う
地
下
官
人
で
あ
る
と
同
時
に
勧
修
寺
家
雑
掌
で
あ
っ
た
｡
お
そ
ら
-
､
和
景
の
養
子
入
り
も
勧
修
寺
家
の
雑
掌
同
士
と
い
う
関
係
に
よ

る
も
の
で
あ
ろ
う
｡

最
後
に
本
章
を
ま
と
め
て
み
た
い
｡
袖
同
家
は
地
下
宮
人
と
し
て
､
遅
-
と
も
戦
国
時
代
に
は
上
南
座
を
勤
め
て
お
-
'
明
和
年
間
に

蔵
人
所
衆
が
再
興
さ
れ
る
と
そ
れ
に
取
り
立
て
ら
れ
た
｡
封
建
領
主
で
あ
っ
た
も
の
の
､
そ
の
知
行
高
は
三
石
程
皮
で
あ
り
､
経
営
の
柱

は
朝
廷
儀
式
に
参
加
し
て
得
ら
れ
る
下
行
と
勧
修
寺
家
か
ら
の
俸
禄
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
勧
修
寺
家
で
の
活
動
は
遅
く
と
も
慶
長
年

間
に
遡
り
'
勧
修
寺
家
領
の
地
方
支
配
を
担
当
す
る

｢代
官
｣
で
あ
っ
た
｡
ま
た
'
鳳
林
承
章
の
実
家
が
勧
修
寺
家
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
､

袖
岡
家
は
鹿
苑
寺
領
の
年
貢
収
奪
に
も
関
わ
っ
て
い
る
｡
勧
修
寺
家
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
地
下
官
人
に
成
り
得
た
の
か
､
そ
れ
と
も

袖
同
家
は
そ
も
そ
も
地
下
宮
人
で
あ
っ
た
の
か
'
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
｡
た
だ
､
少
な
く
と
も
幕
藩
体
制
成
立
後
に
は
袖
同
家
は
地

下
宮
人
と
し
て
'
公
家
家
臣
と
し
て
'
そ
し
て
封
建
領
主
と
し
て
歩
ん
で
行
-
こ
と
と
な
っ
た
｡

l
｢

勧
修
寺
家
に
つ
い
て

u現
[

こ
こ
で
ーは
近
世
の
勧
修
寺
家
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡
中
世
勧
修
寺
家
に
関
し
て
は
豊
富
な
研
究
蓄
積
が
認
め
ら
れ
る

｡

最
初
に
古
代
～

中
世
ま
で
の
勧
修
寺
家
に
つ
い
て
簡
博
に
触
れ
て
み
た
い
｡
勧
修
寺
家
は
藤
原
冬
嗣
の
孫
で
醍
醐
天
皇
の
外
戚
と
な
っ
た
内
大
臣
藤
原
高

藤
を
祖
と
す
る
｡
弁
官

･
蔵
人
を
勤
め
る
実
務
官
人
と
し
て
活
躍
す
る
人
物
を
代
々
輩
出
L
t
多
-
の
中
世
的
な

｢家
｣
が
成
立
､
繁
栄

し
て
い
っ
た
｡
こ
の
勧
修
寺
流
の
中
で

｢勧
修
寺
｣
の
家
号
を
名
乗
っ
た
の
は
南
北
朝
期
の
経
顕
で
､
以
後
こ
の
子
孫
が

｢勧
修
寺
｣
を

近
世
後
期
堂
上
公
家
勧
修
寺
家
の
維
掌
に
つ
い
て

(西
村
)

九
五
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を
筆
頭
に
､
.経
贋

･
経
逸
も
武
家
伝
奏
を
勤
め
て
い
る
｡
即
ち
､
勧
修
寺
家
は
武
家
伝
奏
と
い
う
重
職
も
含
め
､
朝
廷
運
営
の
中
心
に
位

置
す
る
家
で
あ

っ
た
｡
で
は
､
蔵
人
頭

･
公
卿
に
進
ま
な
か
っ
た
四
人
と
は
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
｡
教
皇
は
既
述
の

通
り
､
六
歳
で
早
世
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
｡
敏
明
も

一
九
歳
で
死
去
し
て
い
る
｡
し
か
し
'
顕
彰

･
経
理
は
共
に
四

〇
歳
代
ま
で
生

き
て
い
る
も
の
の
､
蔵
人
頭
に
も
任
じ
ら
れ
て
い
な
い
｡
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
言
及
す
る
こ
と
と
し
て
､
こ
こ
で
は
勧
修
寺
家

が
武
家
伝
奏

･
公
卿

･
蔵
人
頭
な
ど
の
朝
廷
運
営
の
中
心
的
な
位
置
に
い
た
こ
と
を
確
認
す

[表4]勧修寺家 ｢諸社諸寺方侍奏｣(r年々改正雲上明覧
大全J天保9年)

住吉社 藤森社 上御霊社 泉

涌寺大徳寺 能登総持寺 越前永平

寺 南禅寺金地院 相模遊行 越前誠照寺

伊勢慶光院 -■.信濃善光寺上人 長門

国分寺 誓願寺 円福寺.安登院 .

八幡正法者 長講堂 真如堂清水執行 日向宝満寺 南都西大寺

四条道場金蓮寺御影堂 (周防国分寺)

()内は天保14年以降記載あり

る
に
と
ど
め
た
い
｡

次
に
勧
修
寺
家

の
経
営
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡
既
述
の
通
-
'
勤
修
寺
家
は
武
家
伝
奏

･

公
卿

･
蔵
人
頭
な

ど
を
勤
め
た
｡
武
家
伝
奏
な
ど
の
役
科
､
朝
廷
儀
式
の
参
加
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
下
行
､
官

位
叙
任
の
礼
金
､
こ
れ
ら
は
勧
修
寺
家
の
大
き
な
収
入
源
で
あ

っ
た
と
思

わ
れ
る
｡
公
家
の

官
職
'
即
ち
そ
れ
は
収
入
を
左
右
す
る
も
の
で
あ

っ
た
｡
ま
た
､
表
四
は

天
保
九
年

二

八
三
八
)
r年
々
改
正
雲
上
明
覧
大
全
】
よ
-
勧
修
寺
家
が
務
め
た

｢諸
社

3呪
〔

諸
寺
方
停
奏
｣
II

寺
社
伝
奏
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る

｡

他
の
堂
上
公
家
と
比
べ
て
か
な

り
の
数
の
寺
社
伝

奏
を
務
め
て
い
る
が
'
注
目
す
べ
き
は
曹
洞
宗
本
山
で
あ
る
永
平
寺

･
総

持
寺
が
含
ま
れ
て

い
る
点
で
あ
る
｡
こ
れ
は
曹
洞
宗
寺
院
に
お
け
る
誼
号

･
紫
衣
勅
許
な
ど

の
執
奏
に
当
た

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
､
ま
た

｢出
世
｣
(和
尚
の
位
を
受
け
る
こ
と
)
の
場

合
も
何
ら
か
の
関

係
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

(後
述
)
｡
そ
し
て
お
そ
ら
く
勅
許
や

｢出
世
｣
に
対
し
て
､
寺
院
か
ら
勧
修
寺
家
に
多
額
の
礼
金
が
も
た
ら
せ
れ
た
])
と
で
あ
ろ

う
｡
ま
た
'
勧
修
寺

家
は
封
建
領
主
と
し
て
､
東
棟
津
村
二
六
八

･
四
石

(全

二

一五
九

･

近
世
後
期
堂
上
公
家
勧
修
寺
家
の
雑
輩
に
つ
い
て



史
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二
石
中

五
給
)
'
東
土
川
村
四
〇
八

･
五
石

(全
四
二
一
･
〇
石

中

三
給
)
'
大
原
野
村
二
一
･
九
石

(六
七

一
･
二
石
中

八

袷
)
'
吉
祥
院
村
二
七

･
七
石

(全

一
八
五
〇
･
〇
石
中

六
四
給
)

を
知
行
し
て
い
た
｡
こ
れ
は
多
く
の
堂
上
公
家
が
二
〇
〇
石
以
下
だ

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
か
な
り
の
知
行
高
で
あ
る
｡

で
は
'
本
稿
で
論
じ
る
天
保

･
弘
化
期
の
直
前
の
勧
修
寺
家
は
ど

の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
r家
記
J
弘
化
四
年
正

月
四
日
条
の
記
事
を
捷
示
し
て
み
た
い
｡
な
お
､
以
下
本
稿
で
関
係

す
る
人
物
に
つ
い
て
､
十
九
世
紀
の
勧
修
寺
家
を
中
心
と
し
た
系
図

を
載
せ
る
｡

[史
料

〓

一
'
勧
修
寺
殿
御
勝
手
方
従
来
御
不
如
意
'

温
恭
公

(勧
修

寺
経
逸

‥
筆
者
註
｡
以
下
同
)
御
時
代
よ
-
御
倹
約

･
省

略
之
沙
汰
屡
々
儀
也
'
就
中
去
文
政
九
年

最
勝
公

(勧

修
寺
経
則
)
御
代
御
手
支
至
極
こ
付
'
彼
是
申
立
侯
得
共
､

御
執
用
相
成
兼
慎
二
付
'
役
方

一
統
引
龍
､
御
節
倹
御
守

不
被
在
侯
ハ
ハ
'
在
役
不
及
力
之
段
､
筆
頭
立
入
宗
唆
申

募
'
数
ヶ
条
之
書
取
差
出
､
L御
仕
法
外
之
俵
､
柳
以
被
仰

九
A



出
間
数
御
判
物
腸
､
御
倹
約
御
仕
法
相
立
侯
得
共
､
兎
角
不
得

1
致
'
無
其
詮
次
第
'

勧
修
寺
家
の
経
営
は
年
々
悪
化
し
て
'
勧
修
寺
経
逸
の
時
代
､
即
ち
十
八
世
紀
末
頃
に
は
し
ば
し
ば

｢御
倹
約

･
省
略
｣
が
沙
汰
さ
れ

て
い
た
よ
う
だ
｡
そ
の
後
文
政
九
年

(
1
八
二
六
)
に
は
役
方
が
倹
約
に
関
し
て
当
主
勧
暢
寺
経
別
へ
進
言
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
､
採
用

す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
'
｢役
方

一
統
引
龍
｣
､
雑
掌
筆
頭
立
入
宗
唆
が
倹
約
を
諌
言
し
た
｡
経
別
は
こ
れ
に
納
得
し
た
も
の
の
､
や

は
り

｢御
倹
約
御
仕
法
｣
は
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡
そ
し
て
'
顕
彰
が
家
督
を
相
続
し
た
後
も
こ
の
よ
う
な
経
営
状
態
は

続
い
た
よ
う
で
あ
る
｡
し
か
も
'
顕
彰
は
種
別
や
雑
掌
筆
頭
立
入
宗
暁
が
死
去
す
る
と
'
台
所
役
和
田
書
胤
に
隠
居
を
命
じ
た
り
､
山
本

(訓
)

骨
周
の
出
仕
を
止
め
て
い
る

｡

経
営
の
立
て
直
し
が
う
ま
く
い
か
な
い
た
め
か
家
臣
の
粛
清
を
図
っ
た
の
で
あ
っ
た
｡
経
営
の
悪
化
に
関

(31
)

し
て
､
文
景
は
以
下
の
三
点
の
要
因
を
上
げ
て
い
る
｡
①
米
価
高
騰
｡
｢天
保
八
年
米
価
以
之
外
成
高
値
重
畳
､
壱
石
こ
付
弐
百
八
九
拾

日
二
相
及
'
世
上

一
同
衰
微
｣
し
て
い
る
と
記
し
て
い
る
｡
②
曹
洞
宗
寺
院
か
ら
の

｢収
納
｣
低
下
｡
｢曹
洞
宗
出
世
僧
年
分
凡
四
百
五

六
ケ
寺
平
均
見
込
之
､
御
収
納
漸
五
拾
ニ
ケ
寺
､
共
催
御
執
奏
向
出
世
壱
人
茂
無
之
｣
と
あ
る
よ
う
に
'
本
来
は
四
〇
〇
余
寺
の
出
世
を

見
込
ん
で
い
た
も
の
の
､
五
二
寺
に
止
ま
り
､
｢御
執
奏
向
出
世
｣
は
皆
無
で
あ
っ
た
｡
③
領
地
の
凶
作
｡
｢於
御
領
分
者
凶
作
｣
の
た
め

に
､
｢卯
納
銀

一
切
無
之
｣
と
い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
｡
こ
れ
ら
の
た
め
に

｢御
台
所
役
予

(文
景
)
帰

一
身
当
惑
無
謂
斗
｣
と
記
し
て

い
る
｡
で
は
､
米
価
の
高
騰
に
よ
る
支
出
の
増
加
､
曹
洞
宗
寺
院
の

｢収
納
｣
低
下
と
凶
作
に
よ
る
収
入
減
少
以
外
に
要
因
は
考
え
ら
れ

な
い
か
｡
こ
れ
に
つ
い
て
'
経
逸
女
が
二
人
'
禁
裏
に
上
が
っ
て
い
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
幕
末
の
史
料
に
な
る

が
'
三
条
実
寓
の
建
議
の
中
に
女
房
と
し
て
召
し
出
す
際
､
｢支
度
御
手
首
金
｣
を
下
さ
れ
た
い
と
述
べ
て
､
｢左
モ
無
之
候
得
者
､
昔
時

(㍊
)

皆
々
困
窮
之
堂
上
故
､
娘
差
出
侯
儀
､
多
分
御
理
申
｣
と
続
け
て
い
る
｡
.つ
ま
り
､
入
内
さ
れ
る
こ
と
は
か
な
り
の
経
済
的
負
担
に
な
っ

て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
｡
こ
の
こ
と
も
勧
修
寺
家
の
経
営
が
退
転
し
て
い
-

一
要
因
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

最
後
に
本
章
を
ま
と
め
て
み
た
い
｡
近
世
の
勧
修
寺
家
は
武
家
伝
奏

･
公
卿

･
蔵
人
頭
を
代
々
勤
め
､
少
な
-
と
も
十
九
世
紀
初
頭
ま

近
世
後
期
堂
上
公
家
勧
修
寺
家
の
推
掌
に
つ
い
て

(西
村
)

九
九
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]
0
0

で
は
常
に
朝
廷
運
営
の
中
心
に
い
る
家
で
あ
っ
た
｡
こ
れ
に
Lf
っ
て
役
科
や
礼
金
な
ど
'
莫
大
な
収
入
が
勧
修
寺
家
に
も
た
ら
さ
れ
る
｡

一
方
｣
封
建
領
主
と
し
て
､
他
の
堂
上
公
家
以
上
の
知
行
地
を
持
っ
て
い
た
し
､
寺
社
伝
奏
と
し
て
､
多
く
の
寺
社
と
関
わ
り
を
持
っ
て

い
た
が
､
何
よ
り
曹
洞
宗
本
山
永
平
寺

･
総
持
寺
の
伝
奏
庖
務
め
て
い
た
こ
と
は
､
同
宗
寺
院
の
出
世
な
ど
に
お
い
て
多
額
の
礼
金
を
貰

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し
'
そ
の
よ
う
な
勧
修
寺
家
も
経
営
が
退
転
し
た
｡
こ
れ
ま
で
も
十
八
世
紀
後
半
に
は
多
-
の
公
家
が
窮
乏

し
た
こ
と
が
明
ち
か
と
さ
れ
て
い

雛

,
十
九
世
紀
に
な
る
と
勧
修
寺
家
の
よ
う
な
収
入
の
多
い
公
家
ま
で

｢御
倹
約

.
省
略
｣
が
行
な

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
｡
こ
の
経
営
の
悪
化
が
発
端
と
な
っ
て
十
九
世
紀
前
半
に
は
当
主
と
家
臣
が
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

っ
た
｡

三
'
天
保
年
間
の
勧
修
寺
家
と
雑
掌
袖
同
文
景

.

本
章
で
は
前
章
の
内
容
を
受
け
て
'
天
保
年
間
の
勧
修
寺
家
の
状
況
を
検
討
⊥
っ
っ
'
雑
掌
を
勤
め
た
袖
同
文
景
の
活
動
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
｡

は
じ
め
に
勧
修
寺
家
内
に
お
い
て
袖
同
文
景
が
ど
の
よ
う
な
役
職
に
い
た
か
を
見
て
み
よ
う
｡
天
保
九
年

(
1
九
三
八
)
の

r年
々
改

(別
)

正
雲
上
明
覧
大
全
｣
に
は
勧
修
寺
家
雑
草
と
し
て
三
宅
右
衛
門
少
尉
光
晴
と
立
入
近
江
守
宗
政
が
記
p
れ
て
い
る

O

三
宅
光
晴
は
当
時
三

(Eq)

(3
)

九
歳
で
瀧
口
を
勤
め
て
い
た
地
下
宮
人
で
あ
る

｡

立
入
宗
政
は
当
時
二
七
歳
で
上
御
倉
を
勤
め
て
い
た
地
下
宮
人
で
あ
る
｡
宗
政
の
実
父

は
勧
修
寺
程
別
に
諌
言
を
し
た
宗
唆

(既
述
)
で
'
-文
景
の
従
兄
弟
に
当
た
る
｡
で
は
文
景
は
ど
の
よ
う
な
役
職
で
あ
っ
た
か
｡
r家
記
｣

天
保

一
〇
年
正
月

一
〇
日
条
に
は
'
｢去
年
春
文
景
雑
掌
役
加
勢
中
'
於
御
盃
者
本
席
於
御
書
院
可
賜
覚
悟
之
所
､

主
君

(勧
修
寺
顕



(37
)

彰
)
思
食
於
内
儀
賜
之
､
錐
然
被
差
別
､
先
宗
謹

(立
入
宗
政
男
)
'
次
光
晴
､
次
文
景
三
ケ
皮
賜
之
'
於
当
年
者
三
宅
光
晴
同
席

1
同

賜
之
｣
と
見
え
る
｡
つ
ま
り
'
文
景
は
天
保
九
年
ま
で
雑
掌
加
勢
､

翌

1LO
年
か
ら
雑
掌
本
役
と
し
て
務
め
た
と
こ
と
が
わ
か
る
｡
当
時

四
｣
歳
で
あ
っ
た
｡
雑
掌
加
勢
以
前
に
つ
い
て
は
既
述
の
よ
う
に

｢台
所
役
｣
で
あ
っ
た
時
も
あ
-
､
ま
た
､
天
保

一
〇
年
正
月

一
日
条

に
は

｢倉
司
｣
を
務
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
｡
こ
の

｢倉
司
｣
の
職
掌
の
詳
細
は
不
明
だ
が
､
勧
修
寺
家
領
百
姓
の
年
始
御
礼
日

時
の
蝕
を
領
内
に
伝
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
､
領
内
の
地
方
支
配
に
関
わ
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
｡
｢連
年
預
此
事
､

一
昨
卒

去
職
､
引
頼
家
司
職

(雑
掌
)
登
席
､
御
倉
司
取
締
役
蒙
仰
､
当
年
再
預
之
'
幸
甚
之
至
也
｣
と
記
し
て
お
-
'
文
衆
は
致
年
間

｢倉
司
｣

を
務
め
た
後
に
､
そ
の
職
を
退
き
､
雑
掌
と
な
っ
て
か
ら
は

｢御
倉
司
取
締
役
｣
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡
以
上
を
ま
と
め
る
と
'
天
保

段
九
年
～
1
0
年
の
勧
修
寺
家
雑
掌
は
三
人
と
も
地
下
官
人
を
勤
め
つ
つ
､
勧
修
寺
家
と
主
従
関
係
に
あ
る
存
在
で
あ
っ
た
｡
袖
岡
文
景

に
つ
い
て
は

｢台
所
役
｣
1
倉
司
｣
な
ど
の
勧
修
寺
家
の
地
方
支
配
や
経
営
に
関
わ
る
職
を
務
め
て
お
-
､
天
保

一
〇
年
に
は
維
掌
に
就

任
｡
勧
修
寺
家
家
政
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
｡

次
に
天
保
期
の
勧
修
寺
家
に
お
け
る
事
件
か
ら
当
時
の
勧
修
寺
家
の
状
況
と
そ
れ
に
対
す
る
袖
同
文
景

(そ
の
他
の
雑
草
の
役
割
も
含

め
)
の
役
割
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
｡

①
勧
修
寺
稲
丸
家
督
相
続

一
件
O
天
保

1
0
年
四
月
八
日
､
勧
修
寺
稲
丸

(経
理
)
は
初
位
従
五
位
下
宣
下
を
得
た
｡
時
に

1
1
1歳
｡

r家
記
｣
に
は
同
日
条
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
｡

[史
料
二
]

一
'
稲
丸
殿
御
偽
者
先
君

最
勝
院
殿

(勧
修
寺
経
則
)
御
末
子
也
'
山
科
殿
よ
り
御
大
輿

甫
千
姫
御
腹
文
政
八
年
十
月
十
二
日

御
出
生
､
当
年
真
賓
十
五
歳
､
当
君

(勧
修
寺
顕
彰
)
自
坊
城
殿
御
申
愛
､
為
御
安
子
御
相
横
巳
後
､
甫
千
姫
殿
御
腹
御
男
子

御

二
方
御
出
生
也
､
其
長
兄
者
御
幼
名
阿
固
丸
殿
御
年
齢

真
賓
於
当
年
十
七
歳

也
｣
此
御
方
ヲ
以
内
賓

当
君
御
収
養
子
御
相

近
世
後
期
塁
上
公
家
勧
修
寺
家
の
雑
草
に
つ
い
て

(西
村
)

一
〇
一



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
四
号

(二
〇
〇
三
年
)

一
〇
二

椅
こ
可
相
成
次
第
'
御
幼
名
阿
国
丸
ハ
御
先
代
よ
り
御
惣
領
通
称
､
則

最
勝
院
殿
杯
御
重
名
是
也
'
右
之
訳
故
阿
国
丸
殿
御

賄
流
こ
可
相
成
之
所
､
御
年
齢
弥
長
'

当
君
於
此
年
御
歳
二
十
七
'
不
都
合
与
思
食
'
且
者
其
間
不
陸
御
年
齢
不
都
合
之
所

ヲ
以
'
無
接
被
閤
之
'

穂
波
前
宰
相
経
僕
卿
綜
跡
為
音
子
御
相
模
､
御
改
名
三
嘉
丸
'
然
而
旧
腹
十
二
月
五
日
被
加
首
服
'

日
当
春
御
番
之
儀
也
､
穂
波
殿
御
相
積
之
時
御
年
齢

一
ヶ
年
相
退
､
昨
年
十
五
歳
ヲ
以
爵
御
申
上
こ
相
成
侯
儀
也
､
右
之
通
長

兄
他
家
御
相
積
御
年
齢
不
都
合
之
謂
故
'
其
次

稲
丸

当
君
為
御
育
子
御
相
席
可
有
之
'
然
而

当
君
御
妾
腹
御
男
子
御
出

生
有
之
'
御
名

孟
丸
'
依
之
意
味
六
ケ
敷
､
兎
角
御
決
定
延
引
､
如
此
次
序
混
乱
､
古
今
不
熟
之
基
可
歎
之
至
也
､
雑
然
御

儀
理
合
牲
黙
止
､
漸
至
当
春

稲
丸
殿
御
家
督
治
定
､
御
年
齢
真
実
十
五
歳
侯
所
'
相
省
十
二
歳
ヲ
以
今
般
初
位
従
五
位
下
御

申
上
こ
相
成
侯
儀
也
､
意
味
至
而
六
ケ
敷
次
第
也
､

時
期
を
迫

っ
て
史
料
二
に
つ
い
て
説
明
し
て
み
た
い
｡
勧
修
寺
経
別
は
叔
父
の
坊
城
俊
明
よ
り
顕
彰
を

｢為
御
賓
子
御
相
横
｣
さ
せ
た

が
'
経
別
の
妻
帯
千
姫
は
阿
国
丸
と
稲
丸
と
い
う
二
人
の
子
供
を
生
む
｡
そ
こ
で
阿
国
丸
を
顕
彰
の
養
子
に
し
よ
う
と
経
別
は
考
え
る
が
'

年
齢
が
あ
ま
り
に
も
近
く
､
不
都
合
と
感
じ
た
た
め
'
阿
国
丸
を

一
族
の
穂
波
経
保
の
院
跡
を
継
が
せ
る
こ
と
と
し
た
｡
そ
こ
で
稲
丸
を

(38
)

顕
彰
の
後
に
相
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
'
･
天
保
五
年

(
一
八
三
四
)
頃
に
顕
彰
に
孟
丸
が
生
ま
れ
る

｡

こ
れ
に
よ
っ
て

｢意
味
六
ケ
敷
｣
､

｢如
此
次
序
混
乱
､
古
今
不
熟
之
基
可
欺
之
至
也
｣
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
｡
天
保

1
0
年
に
至

っ
て
漸
-

｢御
家
督
治
定
｣
と
な
-
'
四

月
の
従
五
位
下
宣
下
と
な
る
が
､
ま
だ

｢意
味
至
而
六
ケ
敷
次
第
也
｣
と
記
す
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
よ
う
だ
｡
こ
の
孟
丸
誕
生
後
の
家

3税
凸

骨
相
続
問
題
は
天
保
七
年

1
1
月
に
種
別
が
'
同

1
二
月
に
立
入
宗
唆
が
死
去
L

t

家
臣
を
粛
清
し
た
こ
と
と
相
侯

っ
て
､
当
時
の
勧
修

寺
家
内
部
の
対
立

･
混
乱
を
如
実
に
表
し
て
い
る
｡

(
40
)

当
時
'
維
掌
の
立
入
宗
政
は

｢久
々
病
気
引
篭
｣
中
で
あ
り

'

三
宅
光
晴
と
こ
の
年
に
維
掌
役
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
文
景
に
負
担
が

か
か
っ
た
｡
そ
の
た
め
に
家
督
治
定

･
初
位
宣
下
後
も

｢意
味
至
而
六
ケ
敷
次
第
｣
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
そ
の
後
､
｢此
度

稲
丸
殿



当
家
御
姉
流
御
相
頼
二
付
'
以
後
畳
之
間
御
用
場
こ
お
ゐ
て
御
韻
書

･
御
手
習
等
可
被
為
在
､
.光
清

･
文
景
引
請
可
中
段
｣
を
督
典
侍
勧

修
寺
徳
子
よ
り
命
じ
ら
れ
て
い
る
｡
督
典
侍
勧
修
寺
徳
子
と
は
勧
修
寺
経
逸
の
女
で
仁
孝
天
皇
の
女
房
を
勤
め
て
い
た
人
物
で
あ
る
｡
督

典
侍
勧
修
寺
徳
子
は
二
人
の
雑
掌
に
後
継
者
育
成
を
委
ね
た
の
で
あ
っ
た
｡
稲
丸

(経
理
)
の
能
力
形
成
に

(能
力
の
程
度
は
こ
こ
で
は

問
わ
な
い
に
し
て
も
)
彼
ら
の
教
育
が
役
立
っ
た
こ
と
は
想
像
に
欺
く
な
い
｡

②
督
典
侍
勧
修
寺
徳
子
の
新
中
納
言
典
侍
昇
進
｡
天
保

1
0
年

1
0
月
'
仁
孝
天
皇
の
女
房
で
大
典
侍
油
小
路
誠
子
が
隠
居
す
る
こ
と

と
な
っ
た
｡
こ
れ
に
伴
い
､
二
ノ
局
宰
相
典
侍
中
山
績
子
と
三
ノ
局
督
典
侍
勧
修
寺
徳
子
が
そ
れ
ぞ
れ
昇
進
し
た
｡
徳
子
は
従
四
位
下
に

進
み
､
新
中
納
言
典
侍
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
早
速

｢従
来

督
典
侍
殿
御
局
掛
御
世
話
申
上
侯
儀
故
､
文
景
よ
り
両
懸
屋
桶
屋
彦

(41
)

三
郎

･
津
団
屋
喜
左
衛
門
井
御
局
御
領
所
稲
荷
村

･
松
ケ
崎
村

･
奥
海
寺
村
等
江
申
達
｣
を
し
て
い
る
｡
｢御
局
掛
御
世
話
｣
の
実
態
は

不
明
だ
が
'
｢御
局
御
領
所
｣
の
地
方
支
配
や
経
営
に
関
わ
る
役
割
を
担

っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

し
か
し
t
r家
記
｣
天
保

一
〇
年

一
〇
月
二

一
日
条
に
は
新
た
な
問
題
が
噴
出
す
る
｡

[史
料
三
]

一
､
二
ノ
局
御
進
香
衆
御
取
扱
こ
付
両
者
'
御
局
侍
被
召
置
侯
俵
也
､
此
儀
御
里
元
家
中
よ
り
被
進
候
様
兼
而
御
内
談
人
鉢
三
原
主

税
為
正
､
当
年
廿
八
歳
､
右
御
見
込
二
相
成
､
御
所
望
之
趣
兼
々
御
哨
有
之
'
弥
御
特
上
御
内
意
も
有
之
候
故
､
八
月
中
治
定

之

御
返
答
御
開
披
成
皮
御
往
来
有
之
､
又
然
此
比
御
直
音
ヲ
以

主
君
江
御
催
促
有
之
云
々
'
此
間
中
依
之
被
及
評
議
之
所
'

主
税
俵
当
時
御
近
習
御
供
方
昏
記
役
兼
勤
之
儀
也
､
此
度
於
被
附
進
者
跡
書
記
方
可
相
勤
人
妹
不
都
合
､
元
来
無
杜
之
人
物
､

職
事
等
御
昇
進
之
上
着
御
使
被
遊
方
も
可
有
之
思
食
､
右
故
被
附
進
之
事
御
不
承
知
'
御
断
可
被
遊
御
旨
趣
'

徳
子
は

｢御
局
侍
｣

と
し
て
三

原
主

税為正
を

実
家
の
勧
修
寺
家

より
求
め

る｡
し
か
し
､
三
原
に
つ
い
て
は

｢

御近習
御
供
方
書
記

役
兼
勤
｣
で
あ
り
t
｢
職
事
等
御

昇
進

之上着
御

使

被遊方も
可
有

之
｣と
述

べ'顕
彰
は
こ
の
儀
を
断
っ
て
い
る
｡

当時
顕
彰
は
職
事

近
世
後
期
堂
上
公
家
助
修
寺
家
の
推
掌
に
つ
い
て

(西
村
)

一〇
三



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
四
号
t(二
〇
〇
三
年
)

]〇
四

(
=
蔵
人
)
を
勤
め
て
い
な
か
っ
た
が
.]

前
章
で
も
見
た
と
お
り
勧
修
寺
家
は
代
々
蔵
人
を
勤
め
'
や
が
て
は
蔵
人
頭
1
公
卿
に
な
る
の

だ
か
ら
､
優
秀
な
人
材
を
手
元
に
置
い
て
お
き
た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
こ
れ
に
対
し
て
､
徳
子
は

｢御
立
腹
｣
し
､･
ま
た
顕
彰
は

や
は
り

｢御
不
承
知
｣
･A
J
い
っ
た
次
第
で
､
文
景
は

｢甚
時
宜
六
サ
敷
｣
と
歎
息
し
て
い
る
｡
し
か
し
'
｢光
晴

･
文
景
彼
是
往
復
､
無

掠
先
当
分
御
語
合
被
倍
進
侯
趣
こ
而
､･
漸

主
君
御
納
得
｣
し
た
｡
こ
れ
で
事
態
は
収
拾
す
る
か
と
思
わ
れ
た
が
'
思
わ
ぬ
方
向
に
展
開

す
る
｡
[史
料
四
]

然
而
御
局
侍
及
血
判
侯
訳
合
故
､
当
分
訳
合
二
而
者
難
相
済
､
於
御
所
表
ハ
御
召
抱
之
趣
取
斗
也
､
内
賓
之
所
敵
齢
こ
付
甚
都
合
窓

(42
)

敷
､

こ
の
血
判
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
か
は
不
明
で
あ
る
が
､
少
な
く
と
も
'
三
原
は
徳
子
の

｢御
召
砲
｣
と
な
り
､
｢内
賓
之
所
甑

齢
こ
付
甚
都
合
悪
敷
｣
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
｡
光
晴
と
文
景
は
う
ま
く
交
渉
を
進
め
た
か
の
よ
う
に
思
え
た
が
'
最
後

に
は
徳
子
の
思
惑
に
陥
っ
た
と
言
え
よ
う
｡

さ
て
'
文
景
は
こ
の
状
況
の
最
中
､
地
下
宮
人
と
し
て
'
ひ
と
つ
の
運
動
を
展
開
す
る
｡
r家
記
｣

一
二
月
二
〇
日
条
に
見
え
る
記
事

だ
が
､
そ
れ
は

｢内
侍
所
等
柄
調
進
｣
に
関
し
て
下
行
が
全
く
な
い
の
で
､
そ
れ
を
頂
戴
し
た
い
と
の
願
い
で
あ
っ
た
｡
袖
岡
家
は
年
末

(43
)

の

｢御
煤
払
｣.
に
際
し
て
等
柄
を
調
進
し
て
い
た
が
'
こ
れ
に
際
し
て
調
進
料
以
上
の
下
行
は
貰
っ
て
い
な
か
っ
た
｡
そ
こ
で
御
所
執
次

勢
多
大
判
事
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
､
｢新
中
納
言
御
旦
家
来
之
事
故
､
何
卒

新
中
納
言
殿
よ
り

長
橋
殿
江
御
辞
添
御
頼
被
成
下
侯
様

願
込
置
｣
･-
と
い
う
こ
と
に
決
し
た
｡
こ
の
運
動
に
関
し
て
は
当
該
記
事
以
外
見
当
た
ら
ず
､
結
論
は
分
か
ら
な
い
が
､
天
保

一
四
年

一

二
月
二
七
日
条
の

｢欝
柄
調
進
科
｣
を
貰
う
と
き
も
､
調
進
科
以
外
の
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
'
運
動
は
失
敗
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

③
天
保

1
四
年
三
位
御
局
嬉
子
死
去

･
勧
修
寺
家
火
災

･
芝
山
家
相
耗
問
題
｡
三
位
御
局
嫡
子
は
徳
子
の
姉
に
当
た
り
'
故
光
格
院
の



女
房
で
あ
っ
た
｡
そ
し
て
､
仁
孝
天
皇
の
実
母
で
も
あ
る
｡
こ
の
晴
子
が
天
保

一
四
年

(
一
八
四
三
)
三
月
五
日
に
体
調
不
良
と
な
っ
た

(44
)

(45
)

た
め
､
御
用
掛
波
速
甲
斐
守

･
御
用
掛
座
田
図
書
助

･
下
役
仕
丁
粟
津
輿
四
郎

･
光
晴

･
文
景
の
面
々
で
順
番
に
宿
番
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
t
r家
記
｣
同
月

一
九
日
条
に
見
え
る
｡
し
か
し
､
回
復
す
る
こ
と
な
く
'
同
月
二
〇
日
死
去
｡
さ
ら
に
不
幸
が
続
き
､
同
月
三

〇
日
午
刻
､
文
景

･
立
入
宗
謹
ら
が
勧
修
寺
家
内
に
詰
め
て
い
た
時
'
束
表
門
の
屋
根
が
燃
え
て
い
る
の
を
発
見
し
た
｡
東
表
門
が
炊
け

落
ち
た
だ
け
で
消
し
止
め
ら
れ
た
が
､
周
囲
家
々
や
禁
裏
関
係
者
も
交
え
て
か
な
り
の
大
騒
動
と
な
っ
た
｡
勧
修
寺
家
が
蛤
門
の
北
隣
で
､

公
卿
門
の
目
の
前
'
ま
さ
に
内
裏
の
向
か
い
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
｡
こ
の
火
災
の
原
因
は
不
明
だ
が
'
文
辰
は

｢其
落
度
帰

一
身
之

(46
)

思
恐
入
侯
儀
也
｣
と
責
任
を
感
じ
､
差
控
を
窺
っ
た
と
こ
ろ
'
次
の
よ
う
な
指
示
が
出
さ
れ
た
｡

[史
料
五
]

神
妙
侯
得
共
'
当
時

故
三
位
御
局
御
事
こ
付
､
主
君
始
終
上
御
屋
敷
御
語
中
､
於
段
内
而
ハ

新
中
納
言
御
局
御
串
中
､
殊
泉
涌

寺
御
葬
送

一
件
こ
付
､
日
々
日
野
殿

(武
家
伝
奏
日
野
資
愛
)
御
掛
合
､
専
文
景

一
身
往
復
相
勤
中
､
此
時
節
引
絶
侯
而
者
弥
以
不

(47
)

案
心
被
思
召
侯
粂
'
不
及
心
痛
出
仕
罷
在
此
上
侯
虜
､
精
勤
侯
様
被

仰
下
､

文
景
は
晴
子
の
葬
送
に
つ
い
て
武
家
伝
奏
日
野
資
愛
と
相
談
す
る
立
場
に
あ
っ
た
た
め
､
差
控
を
し
て
し
ま
っ
て
は

｢弥
以
不
案
心
｣

な
の
で
'
止
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
日
野
家
と
の
交
渉
は
度
々
に
及
び
､
同
年

】
二
月
二
六
日
条
に
は
'
｢故
三
位
御

局
贈
准
后

宣
下

･
経
逸
卿
贈
内
大
臣

宣
下
之
事
'
先
捉
年
古
穿
彼
是
御
内
調
こ
付
'
種
々
有
御
内
談
'
不
肖
之
身
分
伴
奏
御
役
之
老

卿
御
懇
談
､
長
入
侯
儀
也
､
故
三
位
御
局
御
凶
事
御
用
こ
付
'
当
春
来
毎
時
如
此
､
又
御
直
杏
及
致
通
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
｡
嫡
子
へ

の
贈
准
后
と
政
経
逸
へ
の
贈
内
大
臣
に
関
し
て
も
内
談
し
た
よ
う
で
あ
る
｡
文
景
が
勧
修
寺
家
の
代
表
と
し
て
'
武
家
伝
奏
と
様
々
な
交

渉
に
臨
ん
で
い
る
様
子
が
窺
え
よ
う
｡

こ
の
当
時
､
も
う
ひ
と
つ
大
き
な
問
題
を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
｡
そ
れ
が
芝
山
国
典
の
掠
跡
問
題
で
あ
る
｡
芝
山
家
は
勧
修
寺
光
豊

近
世
後
期
堂
上
公
家
勧
修
寺
家
の
雑
事
に
つ
い
て

(西
村
)

一〇
五



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
四
号

(二
〇
〇
三
年
)

一
〇
六

男
の
宣
豊
か
ら
始
ま
る
近
世
に
新
た
に
成
立
し
た
新
家
で
'
国
典
の
父
国
豊
は
勧
修
寺
経
逸
の
男
で
あ
る
｡
即
ち
'

国
典
は
顕
彰
の
従
兄

弟
で
あ
っ
た

(既
出
系
図
参
照
)｡
そ
の
国
典
が

｢久
々
御
病
気
｣
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
'
天
保

一
四
年
四
月
に
危
篤
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
｡

次
の
史
料
は
そ
の
折
の
国
典
綜
跡
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
｡

[史
料
六
]

然
ル
鹿
御
綜
跡
無
之
､
兼
而
心
痛
之
至
､
錐
然
御
本
人
御
賓
症
二
而
御
開
口
無
之
間
'

1
般
こ
閉
口
未
被
及
御
評
議
'
至
干
此
御
遺

命
被
託
万
里
小
路
右
衛
門
督
之
旨
､

主
君
御
混
横
中
二
付
其
往
来
濁
帰
'
於
文
景
頗
意
味
六
ケ
敷
配
意
千
商
也
､
御
遺
命
之
趣
､

宮
内
大
輔
殿
御
姉
千
賀
姫
殿
東
園
中
将
殿

(基
貞
)
江
御
嫁
故
､
其
末
男
ヲ
以
為
安
子
御
相
積
こ
可
相
成
御
遺
託
云
々
､
然
而
御

1

族
之
内
坊
城
殿

･
万
里
小
路
殿

･
菓
室
殿
等
御
男
子
被
為
在
侯
俵
故
､
以
他
姓
之
女
緑
御
相
席
不
当
之
論
紛
々
､
於

主
君
第

一
御

不
得
心
'
依
之
御

1
族
之
内
頬
立
侯
坊
城
前
大
納
殿

(
マ
マ
｡
俊
明
)

･
万
里
小
路
前
大
納
言
殿

･
乗
室
中
納
言
殿
江
其
旨
趣
御
相

談
と
相
成
､
各
御
主
意
御
尤
之
由
､
此
上
者
於
御
本
家
御

一
決
可
然
御
返
答
云
々
､
依
之
被
廃
御
遺
命
之
趣
､
坊
城
前
大
納
言
殿
御

庶
子
ヲ
以
為
芝
山
殿
御
賓
子
御
相
積
御
中
尤
之
鹿
､
不
及

一
二
御
承
引
之
御
返
答
也
'
於
芝
山
家
者
此
御
相
積
方
元
来
不
得
心
こ
付
､

御
存
命
よ
り
乍
他
姓
東
園
殿
卜
御
中
置
被
成
侯
'
(中
略
)
終
こ

主
君
思
食
之
通
坊
城
殿
御
庶
子
楽
丸
殿
御
青
年
御
八
歳
之
虚
､

(4
)

御
仮
服
被
受
侯
両
者
､
弥
六
ケ
敷
侯
付
七
歳
卜
被
立
御
決
定
こ
相
成
侯
也
､

国
典
の

｢御
遺
命
｣
は
国
典
の
姉
が
嫁
い
だ
東
園
基
貞
末
男
を
相
続
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
｡
し
か
し
､
勧
修
寺
家
流
の
中
に
男
子
が

(49
)

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
､
｢他
姓
之
女
縁
｣
に
相
続
さ
せ
る
の
は

｢不
当
｣
で
あ
る
と
顕
彰
が
意
見
を
述
べ
'

一
族
の
坊
城

･
菜
室

･
万
里

小
路
ら
は

｢御
主
意
御
尤
｣
と
返
答
し
た
｡
こ
れ
に
よ
っ
て
､
坊
城
俊
明
の
庶
子
楽
丸
を
相
続
さ
せ
る
こ
と
に
決
定
し
た
の
で
あ
っ
た
｡

当
時
'
嫡
子
死
去
に
伴
っ
て

｢御
混
積
中
｣
で
あ
っ
た
た
め
､
顕
彰
の
代
わ
り
に
文
景
が

｢往
来
濁
帰
､
於
文
景
頗
意
味
六
ケ
敷
配
意
千

寓
｣
.で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
.



以
上
の
天
保

一
四
年
の
三
つ
の
事
件
に
関
し
て
､
四
月

一
二
日
条
に
次
の
よ
う
な
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
｡

[史
料
七
]

去
月
三
位
御
局
尭
去
､
格
別
之

御
沙
汰
御
葬
送
干
泉
涌
寺
被
為
栗

仰
､
此
意
味
合
六
ケ
敷
之
虚
､

主
君
御
脱
税
中
同
役
光
晴

混
穣
'
掛
免
'

日
野
家
往
来

･
停
奏
往
来

･
寺
門
掛
合
帰

一
身
'
其
所
江
不
慮
之
失
火
､
又

芝
山
殿
御
綜
跡

一
件
､
悉
六
ケ
敷

次
第
而
耳
'
配
意
難
申
壷
'

こ
の
年
の
様
々
な
事
件
に
お
い
て
､
当
主
も
含
め
､
他
の
雑
掌
も
ほ
と
ん
ど
た
す
き
わ
っ
て
い
な
い
｡
当
主
顕
彰
は
嫡
子
死
去
に
よ
る

(知
)

｢御
混
桟
中
｣
の
た
め
'
ま
た
､
立
入
宗
政
は
健
康
状
態
を
理
由
に

｢辞
役
｣
し
て
い
た

｡

光
晴
も
嫡
子
の
看
病
に
は
た
ず
さ
わ
っ
た
も

の
の
､
｢混
税
｣
の
た
め
に
出
仕
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
'
結
局
は
不
慣
れ
な
若
い
雑
草
見
習

(立
入
宗
謹

･
三
宅
光
潤
)
の
み
で
'

文
景
に
負
担
が
掛
か
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
｡

最
後
に
本
章
を
ま
と
め
て
み
た
い
｡
袖
同
文
景
は
遅
-
と
も
天
保
年
間
に
は
勧
修
寺
家
の
経
営
を
担
う
役
に
就
い
て
お
り
'
天
保

一
〇

年
に
は
雑
掌
と
な
っ
て
い
る
｡
し
か
し
､
当
主
勧
修
寺
顕
彰
と
の
関
係
は
良
い
状
態
で
は
な
く
､
顕
彰
と
家
中
と
の
対
立
が
あ
っ
た
｡
経

営
の
悪
化
も
さ
ら
に
進
ん
だ
模
様
で
あ
る
｡
そ
の
中
に
あ
っ
て
､
文
景
は
諸
問
題
に
当
た
.っ
て
い
っ
た
.
継
嗣
経
理
の
教
育
係
を
任
さ
れ

た
り
､
家
内
以
外
の
問
題
で
あ
っ
て
も
'
武
家
伝
奏
や

一
族
の
有
力
者
達
と
交
渉
を
行
な
い
'
新
中
納
言
典
侍
徳
子
の

｢御
局
御
領
所
｣

の
運
営
に
も
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
｡
そ
し
て
､
天
保

一
四
年
に
顕
彰
が
蔵
人
に
補
任
さ
れ
る
と
､
そ
の
補
佐
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思

(51
)

わ
れ
る
｡
勧
修
寺
家
に
と
っ
て
､
文
貴
は
必
要
欠
-
べ
か
ら
ざ
る
存
在
で
あ
っ
た
.
但
し
'
後
継
者
問
題
や
御
局
侍
な
ど
'
文
柴
が
如
何

に
奔
走
し
て
も

｢意
味
至
而
六
ケ
敷
次
第
｣
に
陥
っ
て
'
解
決
で
き
な
い
問
題
も
多
々
あ
っ
た
.

一
方
'
文
東
は
地
下
官
人
と
し
て
の
利
益
を
拡
大
す
る
た
め
､
｢内
侍
所
辞
柄
調
進
｣
下
行
を
勧
修
寺
徳
子
に
求
め
た
｡
結
局
､
こ
の

(52
)

運
動
は
失
敗
し
た
よ
う
だ
が
､
｢数
百
年
来
｣
下
行
が
な
い
と
い
う
状
態
を
改
め
ら
れ
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
っ
た
｡
文
景
は
地
下
宮
人

近
世
後
期
堂
上
公
家
勧
修
寺
家
の
雑
草
に
つ
い
て

(西
村
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
四
号

(二
〇
〇
三
年
)

と
し
て
､
徳
子
と
の
関
係
を
積
極
的
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
｡

一
〇
八

四
､
弘
化
年
間
の
勧
修
寺
家
と
雑
草
袖
岡
文
景

本
章
で
は
弘
化
年
間
の
勧
修
寺
家
の
状
況
を
検
討
し
っ
つ
'
袖
同
文
貴
の
活
動
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
｡
特
に
弘
化
四
年
を
中
心
に

論
を
進
め
て
み
た
い
｡
な
お
､
弘
化
四
年
段
階
'
勧
修
寺
顕
彰
は
正
五
位
上
左
少
弁

･
蔵
人

･
院
判
官
代

･
検
非
違
使

･
左
衛
門
権
佐

･3楓E

皇
太
后
宮
大
進
で
'
三
四
歳
で
あ
っ
た
｡
雑
草
は
文
景

･
立
入
宗
謹

(宗
政
男

二
六
歳
)
･
三
宅
光
潤

(光
晴
男

一
九
歳
)
で
あ
る

｡

弘
化
三
年
秋
よ
-
顕
彰
は
所
労
の
た
め
､
朝
廷
に
出
仕
し
な
-
な
っ
て
い
た
｡
｢家
記
し
弘
化
四
年
二
月

一
四
日
条
に
は
､
｢例
幣
御
参

傭
井
九
月
十
五
日
御
延
行

放
生
会
御
参
向
等
御
勤
被
遊
侯
後
､
右
内
諾
御
混
乱
こ
付
'
被
称
御
所
労
御
引
龍
'
其
佳
御
越
年
'
今
以
無

御
出
仕
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
｡
そ
ん
な
折
'
弘
化
四
年
正
月
九
日
'
あ
る
事
件
が
勃
発
す
る
｡
r家
記
｣
同
日
条
に
よ
れ
ば
'
自
宅
に
て

文
景
が
眠
っ
て
い
た
と
こ
ろ
､
勧
修
寺
家

｢中
番
｣
の
者
が
慌
て
て
や
っ
て
来
た
｡
尋
常
の
様
子
で
は
な
か
っ
た
の
で
､
何
事
か
と
思
っ

て
問
い
質
し
た
が
､
要
領
を
得
な
い
｡
や
が
て
'
近
習
の
者
､
勧
修
寺
家

一
族
の
理
趣
院
､
管
姫
が
相
次
い
で
袖
岡
家
に
駆
け
込
ん
で
来

た
｡
文
景
は
こ
の
時
の
様
子
を

｢火
烈
之
次
第
｣
と
記
し
て
い
る
｡
詳
し
く
事
情
を
尋
ね
て
み
る
と
､
｢御
酒
席
｣
で
理
趣
院
が
顕
彰
に

対
し
て

｢御
妾
亀
事
｣
を

｢説
篤
｣
し
た
と
こ
ろ
‥
顕
彰
は
激
昂
し
て

｢大
騒
動
こ
相
成
｣
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
｡
こ
の

｢大
騒
動
｣

と
は
､
二
月

一
四
日
条
に

｢正
月
九
日
剣
劇
之
騒
動
｣
と
見
え
る
こ
と
か
ら
､
激
昂
し
た
顕
彰
が
刀
を
抜
い
て
切
り
つ
け
よ
う
と
し
た
の

で
あ
ろ
う
｡

二
月
に
な
っ
て
文
景
は
顕
彰
に
対
し
て
書
状
を
渡
し
､
｢
一
先
御
勉
強
､
押
而
御
出
仕
被
遊
被
下
度
偏
奉
厨
侯
｣
と
の
諌
言
を
し
て
い



(別
)

る

.

そ
れ
に
対
し
て
'
顕
彰
は
即
座
に
返
答
を
番
い
て
い
る
｡

[史
料
八
]

懇
示
之
密
状
逐

一
苦
讃
侯
'
(中
略
)
元
来
予
所
労
勤
仕
向
難
渋
之
俵
こ
て
'
此
度
こ
不
限
'
両
三
年
も
以
前
よ
り
毎
々
歎
居
候
事

居
候
事
こ
侯
処
'
過
年
持
病
重
起
加
之
､
生
得
之
近
眼
累
年
弥
増
'
当
時
誠
二
虻
光
､
薄
暮
杯
ハ
色
目
も
雛
分
位
故
､
心
配
他
人
こ

.
十
倍
侯
'
尚
又
本
来
無
学
微
力
者
重
職
勤
仕
不
堪
所
二
侯
'
此
俵
ハ
只
今
不
及
巨
細
侯
､
(中
略
)
殊
其
元
も
克
々
存
知
之
通
､
職

事
ハ
尤
冬
春
御
用
多
之
処
､
予
新
補
以
来
毎
歳
御
用
多
之
冬
向
杯
病
発
'
毎
々
長
引
､
近
来
増
長
猶
更
こ
侯
､

.
｢持
病
｣
｢近
眼
｣
の
た
め
に
'
そ
し
て

｢無
学
微
力
｣
の
た
め
に
職
事
の
重
職
は
勤
め
ら
れ
な
い
と
の
顕
彰
の
嘆
き
が
窺
え
る
｡
そ
れ

で
も
文
景
は
何
と
か
し
て
'
出
仕
さ
せ
よ
う
と
'
顕
彰
の
実
父
で
､
当
時
武
家
伝
奏
を
勤
め
て
い
た
坊
城
俊
明
七
も
こ
の
件
に
関
し
て
協

議
し
'
ま
た

r家
記
｣
同
月

一
六
日
条
に
は
新
中
納
言
典
侍
徳
子
に
も

｢主
君
之
御
次
第
申
上
｣
る
た
め
に
参
上
し
て
い
る
記
事
が
あ
る
｡

文
景
は

｢坊
城
殿

･
新
中
納
言
典
侍
殿
共
御
優
長
之
御
様
子
｣
と
不
安
に
感
じ
て
い
た
も
の
の
､
同
月
二
七
日
に
は
顕
彰
か
ら
呼
び
出
さ

れ
て
'
｢昨
日

前
大
納
言
切
羽
之
場
所
'
殿
下
御
内
命
之
次
第
共
白
地
二
御
咽
､.
彼
卿
御
進
退
二
茂
御
抱
被
成
'
御
心
痛
之
訳
御
示
t

U視
[

誠
二
老
父
心
音
之
限
色
相
顕
､
何
共
妊
黙
止
.-
一
先
御
出
勤

立
后
御
用
御
勤
も
可
被
遊
旨
｣
を
告
げ
ら
れ
て
い
る

｡

最
終
的
に
は
坊
城

俊
明
の
説
得
が
功
を
奏
し
て
'
立
后
御
用

(仁
孝
天
皇
女
御
鷹
司
成
子
の
皇
太
后
立
后
)
は
勤
め
る
と
顕
彰
は
決
心
し
た
の
で
あ
っ
た
｡

立
后
後
､
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
の
行
事
奉
行
や
吉
田
社
仮
殿
遷
宮
日
時
定
の
行
事
弁
な
ど
い
-
つ
か
の
行
事
を
勤
め
て
'
活
動
を

再
開
し
た
も
の
の
'
再
び
出
仕
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
｡

一
〇
月
､
皇
太
后
鷹
司
瑛
子
が
危
鯖
に
陥
っ
て
も
全
く
出
仕
す
る
こ
と
が
な
く
､

つ
い
に

｢旧
年
来
之
子
細
内
々
御
聞
込
茂
被
為
在
侯
俵
､
此
上
於
無
出
仕
者
'
無
是
非
俵
'
御
用
御
差
支
二
相
成
侯
粂
'
早
々
職
事
辞
退

可
も

㌃

関
白
内
命
が
下
り
,
顕
彰
は
蔵
人
を
辞
す
る
こ
と
と
な
っ
た
｡
さ
ら
に
三

月
に
は

｢忠
孝
之
二
道
相
失
侯
次
第
甚
以
不
甘

(57
)

心
｣
な
の
で
､
｢早
々
弁
官
辞
退
可
有
｣
と
い
う
関
白
の
意
向
が
伝
え
ら
れ
､
顕
彰
は
全
て
の
官
職
か
ら
身
を
引
い
た
｡
し
か
し
､
顕
彰

近
世
後
期
堂
上
公
家
勧
修
寺
家
の
維
掌
に
つ
い
て

(西
村
)

一
〇
九
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自
身
は
蔵
人
辞
退
に
関
し
て

r日
記
｣
の
中
で
以
下
に
述
べ
て
い
る
｡
･

[史
料
九
]

予
久
々
所
労
之
処
'
未
不
快
､
但
近
年
毎
歳
冬
向
御
用
多
之
処
､
長
引
こ
相
成
､
恐
怖
多
々
､
巳
こ
当
年
も
去
月
ヨ
リ
引
篭
'
格
別

之

御
大
礼

(孝
明
天
皇
即
位
)
も
勤
仕
不
出
来
､
歎
息
々
々
､
如
此
病
身
に
て
辻
も
御
用
多
之
職
事
勤
仕
不
出
来
之
問
､
先
日
坊

城
前
大
納
言
迄
辞
職
之
事
令
歎
願
置
之
処
､
段
々
被
止
'ー
(中
略
)
御
内
々

殿
下
迄
被
伺
候
処
'
御
恩
召
無
之
旨
､
勝
手
二
可
辞

職
御
命
卜
云
々
､
諸
太
夫
入
来
被
示
'
尤
此
度
歎
願
卜
云
共
､
是
程
之
事
内
々
1
族
上
分
又
相
磯
両
頭
迄
ハ
被
内
談
侯
事
卜
侯
之
処
'

以
外
無
此
事
､
直
々

殿
下
江
被
伺
候
由
'
頗
不
都
合
'
(中
略
)
併

殿
下
御
内
意
有
之
上
ハ
'
此
時
節
穿
早
方
可
然
御
命
之
由
'

3収
E

予
存
念
卜
大
二
相
遠
之
事
共
有
之
､
如
何
々
々
'
然
共
元
来
歎
願
之
義
'
今
更
不
及
驚
､

病
気
の
た
め
に
出
仕
で
き
な
い
と
い
う
の
は
事
実
の
よ
う
で
､
そ
の
た
め
に
職
事
辞
退
を
実
父
坊
城
俊
明
に
求
め
て
い
た
｡
俊
明
は
こ

の
こ
と
を
関
白
に
伝
え
'
関
白
よ
り
も
認
め
ら
れ
た
が
､
顕
彰
と
し
て
は
俊
明
が

一
族
の
者
や
蔵
人
頭
へ
相
談
の
上
'
為
る
い
は
慰
留
さ

れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
し
か
し
､
俊
明
が
直
接
関
白
ま
で
意
向
を
伝
え
た
こ
と
に

｢頗
不
都
合
｣
と
感
じ
'
早
々
に

辞
退
す
る
よ
う
に
と
の
内
命
を

｢存
念
卜
大
こ
相
違
｣
と
記
し
て
い
る
｡
顕
彰
自
身
'
病
気
と
は
称
し
て
い
て
も
蔵
人
を
辞
し
た
く
な
い

と
い
う
の
が
本
音
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
蔵
人
を
辞
退
し
た
翌

1
0
月

二
二
日
､
顕
彰
の
日
記
に
は

｢全
予
運
命
之
墨
処
平
､
仰
天
歎

息
之
外
無
之
者
也
｣
上
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
こ
と
が
窺
え
よ
う
｡

最
後
に
本
章
を
ま
と
め
て
み
た
い
｡
弘
化
三
年
頃
よ
り
顕
彰
は
蔵
人
と
し
て
出
仕
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
｡
そ
れ
は
病
気
が
原
因
で
あ

っ
た
よ
う
だ
｡
文
景
は
出
仕
を
促
す
諌
言
を
し
､
実
父
で
武
家
伝
奏
の
坊
城
俊
明
や
新
中
納
言
典
侍
徳
子
に
も
説
得
を
依
頼
す
る
｡

一
度

は
出
仕
し
た
も
の
の
'
結
局

一
〇
月
に
な
っ
て
関
白
の
内
命
も
あ
っ
て
蔵
人
を
辞
退
し
て
し
ま
う
｡
し
か
し
'
顕
彰
自
身
は
蔵
人
を
辞
し

た
い
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡
こ
の
一
件
か
ら
､
文
景
が
主
君
を
出
仕
さ
せ
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
と
策
を
練
っ
て
い
る
の
が



分
か
る
｡
し
か
し
､
結
局
は
う
ま
-
い
か
ず
､
顕
彰
は
朝
廷
運
営
の
中
枢
か
ら
姿
を
消
す
こ
と
と
な
る
｡

五
､
論
点
整
理

大
き
な
経
営
基
盤
を
有
し
､
常
に
朝
廷
運
営
の
中
枢
で
あ
-
続
け
た
勧
修
寺
家
も
近
世
後
期
に
は

｢不
如
意
｣
と
な
っ
た
｡
そ
れ
の
み

な
ら
ず
､
相
続
問
題
も
抱
え
'
家
中
や

一
族
と
の
対
立
が
起
き
て
い
た
｡
当
主
顕
彰
は
こ
れ
ら
の
こ
と
が
伏
線
と
な
っ
て
､
病
気
が
悪
化

し
た
所
に
蔵
人

･
弁
官
を
辞
す
る
こ
と
と
な
っ
た
｡̀
し
か
し
､
顕
彰
が
本
当
に
辞
退
し
た
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
前
章
で
見
た
通

人59
)

り
で
あ
る
o
ま
た
､
r顕
彰
日
記
｣
に
は
た
ず
さ
わ
っ
た
行
事
に
関
す
る
事
細
か
な
記
述
が
見
ら
れ
る
｡
彼
は
代
々
朝
廷
の
中
枢
に
い
る

勧
修
寺
家
の
当
主
と
し
て
最
大
限
の
努
力
を
し
､
蔵
人
に
任
じ
ら
れ
る
以
前
､
｢職
事
等
御
昇
進
之
上
音
御
使
被
遊
方
も
可
有
之
｣
を
理

由
に
徳
子
か
ら
懇
願
さ
れ
た
家
臣
三
原
為
正
を
譲
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
｡
顕
彰
は
蔵
人
に
意
欲
を
持
っ
て
勤
任
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
｡

顕
彰
が
朝
廷
に
出
仕
し
な
く
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
､
筆
者
は
病
気
以
外
に
次
の
二
点
を
指
摘
し
た
い
｡
①

｢家
記
し
弘
化
四
年
正
月

四
日
条
に
は
､
勧
修
寺
家
の
経
営
の
悪
化
に
対
し
て
､
｢於

主
君
時
勢
因
縁
鷹
報
御
歎
息
､
御
遁
世
茂
被
成
皮
｣
様
子
で
あ
っ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
こ
と
か
ら
､
経
営
の
悪
化
が
顕
彰
を
厭
世
的
に
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
②
こ
の
よ
う
な
厭
世
紋
と

相
侯
っ
て
'
理
趣
院
の
諌
言
か
ら

｢剣
劇
｣
へ
と
発
展
し
た
こ
と
は
示
唆
的
で
あ
ろ
う
｡
天
保
年
間
後
期
か
ら
弘
化
四
年
ま
で
､
家
臣
と

の
村
立
や
実
子
で
は
な
い
後
継
者
の
決
定
'
御
局
侍
問
題
な
ど
'

一
族

･
家
中
と
顕
彰
と
の
間
に
深
い
溝
が
形
成
さ
れ
'
孤
立
化
し
て
い

っ
た
こ
と
は
想
像
に
艶
く
な
い
｡
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
っ
て
'
出
仕
し
な
く
な
り
'
最
終
的
に
は

｢予
存
念
卜
大
こ
相
違
｣
し
っ
つ
も
'

蔵
人
か
ら
去
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
つ
ま
-
'
天
保

･
弘
化
期
の
勧
修
寺
家
に
関
し
て
､
そ
の
経
営
悪
化

･
家
内
の
混
乱
が
甚

近
世
後
期
堂
上
公
家
勧
修
寺
家
の
雑
草
に
つ
い
て

(西
村
)
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一
一
二

だ
し
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
O
こ
れ
が
当
時
の
公
家
社
会
全
体
を
層
っ
tJrい
た
問
題
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
､ー
上
り
検
討
す
べ
き
点

が
多
い
が
'
他
の
堂
上
公
家
も
大
な
り
小
な
り
問
題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
は
疑
い
あ
る
ま
い
｡

以
上
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
雑
掌
を
勤
め
た
の
が
袖
同
文
景
で
あ
る
｡
文
景
は
天
保
年
間
か
ら
台
所
役
な
ど
を
務
め
て
'
天
保

一
〇
年

か
ら
は
雑
掌
と
な
っ
て
い
る
｡
他
の
雑
草
が
十
分
に
勤
仕
で
き
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
か
t
r家
記
｣
に
は
勧
修
寺
家
雑
草
と
し
て
､

経
営
面
や
交
渉
に
活
躍
し
て
い
る
｡
後
継
者
勧
修
寺
経
理
の
教
育
に
も
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
｡
ま
た
､‥
勧
修
寺
家
内
部
だ
け
で
な
く
'
仁

孝
天
皇
女
房
と
な
っ
た
徳
子
の
所
領
支
配
や
経
営
に
た
ず
さ
わ
っ
た
り
'
芝
山
家
な
ど

一
族
の
相
続
問
題
に
関
わ
っ
て
い
た
｡
雑
掌
の
広

範
な
活
動
が
読
み
取
れ
よ
う
｡
し
か
し
､
勧
修
寺
家
の
経
営
が
好
転
す
る
こ
と
は
な
く
'
主
君
顕
彰
は
朝
廷
に
出
仕
し
な
-
な
り
'
や
が

て
蔵
人

･
弁
官
を
辞
退
し
て
し
ま
う
｡
こ
の
あ
た
り
が
雑
掌
袖
岡
文
景
の
限
界
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

最
後
に
地
下
官
人
が
雑
掌
で
あ
る
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
｡
地
下
宮
人
で
あ
る
文
景
は
勧
修
寺
家
か
ら
嫁
い
だ
新
中
納
言
典
侍

徳
子
を
頼
っ
て
'
下
行
を
拡
大
し
ょ
う
と
し
た
｡
こ
の
目
論
見
は
漢
敗
し
た
が
､
そ
れ
を
可
能
に
す
る
程
の
人
的
繋
が
り
で
あ
っ
た
こ
と

は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
｡
筆
者
は
同
様
の
事
例
を
既
に
提
示
し
た
こ
と
が
あ
る
｡
そ
れ
は
堂
上
公
家
家
臣
の
事
例
で
は
な
い
が
､
内
膳
司

(00
)

横
島
家
が
家
礼
関
係
に
あ
る
櫛
笥
家
を
頼
っ
て
位
階
昇
進
や
将
軍
就
任
の
膳
調
進
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
関
係
を
利
用
し

て
'
地
下
官
人
と
し
て
の
利
権
を
拡
大
し
ょ
う
と
す
る
動
き
が
窺
え
よ
う
｡
で
は
'
反
対
に
堂
上
公
家
家
中
に
地
下
宮
人
が
い
る
こ
と
は

そ
の
堂
上
公
家
や
そ
の
家
に
出
入
り
す
る
人
々

(百
姓

･
商
人

･
僧
侶
な
ど
様
々
な
人
々
)
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
｡
内
膳
司

(61
)

清
畠
家
は
櫛
笥
家
の
祭
紀
に
膳
調
進
を
行
な
っ
て
い
る
｡
本
来
は
朝
廷
儀
式
に
お
い
て
発
揮
さ
れ
る
技
術
が
櫛
笥
家
に
対
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
｡
袖
岡
家
の
場
合
も
同
様
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
'
そ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
｡



註(-
)
近
世
地
下
官
人
に
関
す
る
研
究
は
多
い
.
そ
れ
ら
の
多
く
は
個
々

の
地
下
宮
人
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
｡
近
世
地
下
官
人
の
全
体
像

.

を
提
示
し
て
い
る
も
の
は
梅
田
康
夫

｢地
下
宮
人
考
｣
(
r高
柳
其

三
先
生
項
寿
記
念

幕
藩
国
家
の
法
と
支
配
J
有
斐
閣

1
九
八

四
)
｡

(2
)
r地
下
次
第
J
天
保

二
二
年
写
本

(東
京
大
学
史
料
柘
碁
所
蔵
島

津
家
文
書
)
o
r地
下
次
第
J
は
毎
年
二
月

1
日
前
後
に
各
地
下
宮

人
か
ら
蔵
人
に
差
し
出
さ
れ
て
､
天
皇
へ
献
上
さ
れ
る
地
下
宮
人

の
名
簿
で
あ
る
｡
こ
こ
に
記
さ
れ
た
人
物
を
朝
廷
運
営
の
側
は
地

下
官
人
と
認
識
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
現
存
す
る
最
古
の
も
の

は
元
文
二
年

(
]
七
三
七
)
の
京
都
府
立
総
合
資
料
館
成
下
棉
家

資
料
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
が
'
焼
損
の
た
め
閲
覧
は
で
き

な
い
｡
次
い
で
古
い
も
の
は
松
井
簡
治
旧
蔵
本
で
静
嘉
堂
文
庫
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
延
享
五
年

二

七
四
八
)
の
も
の
で
あ
る
｡
ま

た
'
管
見
の
限
り
'
史
料
上
に
現
れ
る
の
は

r大
外
記
師
守
記
し

(国
立
公
文
書
館
蔵
)
享
保

1
八
年

(
1
七
三
三
)
正
月

]
九
日

粂
で
あ
る
が
､
そ
こ
に
は

｢諸
司
官
位
之
次
第
今
年
昏
改
持
参
之

畢
｣
と
見
え
'
そ
れ
以
前
か
ら
の
存
在
を
窺
わ
せ
る
o

(3
)
公
家
鑑
や
近
世
の
随
筆
'
近
代
の
回
想
鐘
な
ど
に
見
え
る
O
例
え

ば
､
r正
徳
公
家
鑑
｣
(国
文
学
研
究
資
料
飴
史
料
館
戒
三
井
文
雄

近
世
後
期
堂
上
公
家
勧
修
寺
家
の
雑
草
に
つ
い
て

(西
村
)

旧
蔵
資
料
)
に
は

｢両
局

(押
小
路
家

･
壬
生
家
)
ト
云
ハ
外
記

局
､
当
時
ノ
官
務
左
右
ノ
大
史
ヲ
兼
任
ジ
､
左
右
ノ
弁
官
局
ヲ
ア

ツ
カ
ル
故
'
官
務
卜
号
シ
'
両
局
卜
云
､
地
下
宮
人
ノ
棟
梁
也
｣

と
見
え
､
延
享
二
年
･(
1
七
四
五
)
に
成
立
し
た
伊
達
隠
士

r光

台

1
覧
]
(r新
訂
増
補
故
実
茄
沓
j
第
十
四
回

三
〇
五
頁
)
で

は
押
小
路
家

･
壬
生
家
の
こ
と
を

｢地
下
被
官
の
惣
頭
｣
で

｢外

之
百
官
百
司
此
両
局
の
催
し
下
｣
と
評
し
て
い
る
｡
蔵
人
方
催
官

人
平
田
家
は
近
世
に
至
っ
て
､
押
小
路
家

･
壬
生
家
と
同
様
に
地

下
宮
人
の
統
轄
を
任
さ
れ
て
お
り
､
押
小
路
家

･
壬
生
家
よ
り
も

1
段
格
下
で
あ
っ
た
が
､
即
実
上
は
両
局
と
同
じ
役
割
を
担
っ
た
｡

(4
)
｢地
下
次
第
｣
に
つ
い
て
は
前
掲
註
2
｡

(5
)
下
橋
敬
長

｢幕
末
の
宮
廷
】
(平
凡
社
東
洋
文
雌

一
九
七
九
)

二
七
九
頁
｡
下
橋
は

一
条
家
侍
｡

(6
)
r雲
上
便
覧
大
全
l
慶
応
三
年

(国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
鉛
戒

三
井
文
雄
旧
蔵
資
料
)..
公
家
鑑
で
は
井
末
以
前
よ
り
t

J
部
の

公
家
雑
草
に
つ
い
て
は

記
載
が
あ
る
｡
し
か
し
'
ほ
と
ん
ど
の
堂

上
公
家
に
関
し
て
記
す
よ
う
に
な
る
の
は
茶
末
放
末
期
に
な
っ
て

か
ら
で
あ
る
｡
諸
階
層
と
堂
上
公
家
と
の
交
渉
が
増
加
し
た
こ
の

時
期
な
ら
で
は
で
あ
り
､
受
容
層
の
拡
大

(変
化
)
と
利
用
方
法

の
変
化
を
想
起
さ
せ
る
｡

(-
)
津
村
掠
庵

r評
海
J
(国
書
刊
行
会

T
九

1
七
)
六
八
頁
-
六

一
一三



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
四
号

(二
〇
〇
三
年
)

九
頁
｡
な
お
､
r評
悔
し
は

｢巷
談
街
説
を
主
と
し
た
随
筆
｣

(r随
筆
辞
典
]
五

解
題
柘

東
京
堂

1
九
六
二

で
'
寛
政

七
年

(
一
七
九
五
)
の
蚊
文
が
見
え
る
｡

(8
)
勢
多
章
甫

r思
ひ
の
伍
の
記
し
(日
本
随
筆
大
成
第
七
回

書

川

弘
文
館

一
九
二
七
)

一
九
頁
｡
な
お
､
｢思
ひ
の
伍
の
記
｣

は

近
代
に
書
か
れ
た
随
筆
で
'
朝
廷

･
公
家
の
幕
末
の
様
相
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
｡
勢
多
は
元
検
非
違
使
｡

(9
)
尾
崎
三
良

r尾
崎
三
良
自
叙
略
侍
｣
上
巻

(中
央
公
論
社

一
九

七
六
)
二
二
貢

(10
)菅
原
正
子
氏
は
中
世
の
公
家
家
政
機
関
に
関
す
る
研
究
を
ま
と
め
､

中
世
後
期
の
家
政
機
関
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
｡
｢公
家
の
家
政

検
問
と
家
司
｣
(菅
原

r中
世
公
家
の
経
済
と
文
化
｣
吉
川
弘
文

館

一
九
九
八
)
参
照
｡

(11
)
菅
原
氏
は

｢諸
大
夫

･
侍

･
青
侍
な
ど
の
上
位
の
家
僕
｣
と
し
て

一
静
を
進
め
て
い
る
が
'
こ
れ
ら
が

｢家
政
の
庶
務
に
携
わ
っ
て
公

家
の
家
を
さ
さ
え
た
｣
こ
と
か
ら
､
近
世
に
お
け
る
雑
草
と
同

一

の
も
の
と
し
て
本
稿
で
は
用
い
る
｡
･

(12
)
高
埜
利
彦

｢後
期
幕
藩
刑
と
天
皇
｣
(｢講
座
前
近
代
の
天
皇

第

二
巻

天
皇
権
力
の
構
造
と
展
開

そ
の
二
｣
青
木
書
店

一
九

九
三
年
)

(13
)
袖
岡
家
に
関
し
て
は
､
｢史
料
館
所
蔵
史
料
日
録

六

八

山
城

一
一
四

国
諸
家
文
書
目
録
そ
の
こ
し
(国
文
学
研
究
資
科
館
史
料
館

一

九
九
九
)
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
｡

(14
)
｢禁
中
行
事
記
聞
｣
(宮
内
庁
青
陵
部
蔵
)｡
こ
の
史
料
は
嘉
永
年

間
か
ら
安
政
年
間
の
朝
廷
に
つ
い
て
内
裏
内
部

･
諸
役

･
諸
家

(宮

･
堂
上

･
地
下
等
)

･
儀
式

･
下
行
等
に
つ
い
て
の
編
纂
し

た
も
の
で
､
幕
末
の
朝
廷
を
知
る
上
で
重
要
な
史
料
で
あ
る
｡
偏

碁
に
携
わ
っ
た
人
物
は
侍
医
従
五
位
高
階
経
徳

･
正
七
位
三
善
茂

浮

･
東
宮
主
事
補
心
得
青
木
行
方
で
'
例
言
の
末
尾
に

｢明
治
二

十
四
年
九
月
｣
と
あ
る
｡
編
纂
に
携
わ
っ
た
高
階
経
徳
と
は
天
保

五
年

(
一
八
三
四
)
生
ま
れ
の
典
薬
寮
医
師
で
明
治
十
二
年

二

八
七
九
)
に
官
家
士
族
の
団
体
と
し
て
成
立
し
た
平
安
社
の
幹
事
､

三
善
茂
淳
こ
と
山
名
茂
浮
は
松
尾
杜
宮
司
で
宮
家
士
族
の
学
校
で

あ
る
平
安
義
幸
の
創
立
委
員
メ
ン
バ
ー
'
青
木
行
方
も
平
安
社
の

幹
部
で
あ
っ
た
｡
な
お
､
編
纂
者
の
経
歴
に
つ
い
て
は
､
小
林
丈

広

r明
治
維
新
と
京
都
-
公
家
社
会
の
解
体
-
｣
(臨
川
書
店

1
九
九
八
)
を
参
考
に
し
た
｡

(15
)
｢蔵
人
所
衆
廻
主
殿
行

幸
供
奉
御
訪
注
進
状
案
｣

(国
文
学
研
究
資

料

館
史
料
館
蔵
三
条
西
家
文
書
)

(
16

)

蔵
人
所
衆
再
興
に
当
た
っ
て
､
柳
庶
紀
光
は

｢応
永
十
二
年
成
恩

寺
殿
記
八
講
時
､
有
交
名
'
其
後
不
見
哉
｣
と
記
し
て
い
る

(r紀
光
卿
記
｣
明
和
七
年

1
小
月
朔
日
粂

東
京
大
学
史
料
編
碁



所
蔵
写
本
)0

(17
)
r兼
胤
記
J
明
和
七
年

一
〇
月
二
七
日
粂

･
一
一
月
朔
日
粂

(東

京
大
学
史
料
編
碁
所
蔵
写
本
)

(
18
)
地
下
宮
人
の
系
譜
史
料
で
あ
る

r地
下
家
伝
j
(自
治
日
報
社

1
九
六
八
年
)
に
は
鼓

･
袖
岡
･
土
橋

･
岡
田
･
横
路

･
結
城
･

村
井
の
七
家
の
み
で
あ
る
が
'
天
保
七
年
に
主
殿
寮
生
火
官
人
岸

昌
明
が

｢職
外
四
十
箇
年
画
調
進
｣
の
た
め
に

二

代
被
推
補
｣

さ
れ
て
い
る

(r地
下
家
伝
｣
上

三
四
五
頁
)｡
そ
の
後
岸
家
は

l
定
の
年
齢
を
経
る
と
蔵
人
所
衆
に
任
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
｡

な
お
､
こ
の
岸
家
の
取
立
て
に
関
し
て
は

｢生
火
宮
人
依
高
年
所

衆
江
転
補
い
右
者
殿
下
江
為
前
札
金
子
弐
百
両
差
出
侯
､
1
代
卜

被
仰
之
侯
へ
と
も
'
内
々
御
沙
汰
こ
て
ハ
'
金
子
三
百
両
於
差
出

者
永
々
字
を
加
へ
可
道
之
旨
御
沙
汰
之
処
'
本
人
三
百
両
之
金
子

杜
調
か
'
先

1
代
被
補
｣
と
内
膳
司
清
畠
清
平
日
記

(学
習
院
大

学
史
料
館
蔵
内
勝
司
横
島
家
文
魯
)
の
天
保
一
〇
年
五
月
八
日
条

に
見
え
る
｡

(19)前
掲
註
14

r禁
中
行
事
記
聞
｣
｡
こ
の
記
述
は
下
南
座
に
関
す
る

記
述
だ
が
'
概
ね
同
様
で
あ
る
｡
上
南
座
に
関
し
て
は
記
載
が
な

い
｡
な
お
'
前
掲
註
五

r幕
末
の
宮
廷
｣

1
八
九
頁
で
は
'
｢紫

良
殿
へ
向
け
て
御
産
道
｣
を
引
く
の
が
下
南
座
の
役
､
そ
れ
を
片

付
け
る
の
が
上
南
座
の
役
で
､
そ
れ
以
外
に
役
割
は
な
い
と
記
さ

近
世
後
期
堂
上
公
家
助
修
寺
家
の
雑
草
に
つ
い
て

(西
村
)

れ
て
い
る
が
､
調
進
が
本
来
の
役
目
で
あ
る
｡

(20
)
r地
下
諸
役
記
J
(国
立
公
文
昏
蝕
内
聞
文
庫
戒
)
｡
人
名
や
そ
の

官
位
な
ど
か
ら
元
禄
年
間
の
地
下
宮
人
の
名
前
と
職
掌

･.知
行
高

を
衣
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
､
多
く
の
誤
り
が
認
め
ら
れ

･

る
｡
_但
し
､
元
禄
期
の
三
催
地
下
宮
人
を
知
る
上
で
は
貴
重
な
史

料
で
あ
る
｡

(2
)
前
掲
証
l
r禁
中
行
事
記
聞
j

(22
)
｢京
都
府
城
関
係
古
文
書
所
在
情
報
の
一
整
理

近
世
領
主
並
び

に
近
世
村
町
別
閲
覧
可
能
関
連
文
昏

1
党
-
山
城
宙

1
二
JI
｣

(r京
都
府
立
捻
合
資
科
蝕
紀
要
J
二
九

二
二
〇

二
〇
〇
一
二
一

〇
〇
二
)

(23
)
並
官
人
･
下
宮
人
共
に
無
高
の
者
が
多
く
存
在
す
る
｡

(24
)
こ
の
下
行
も
幕
府
か
ら
与
え
ら
れ
る
場
合
と
朝
廷
か
ら
与
え
ら
れ

る
場
合
が
あ
っ
た
｡
例
え
ば
､
天
保

一
四
年
の
新
嘗
祭
下
行
は

｢
二
様
戒
｣
で
渡
さ
れ
て
い
る
.
二

二
月
二
三
日
粂
)
が
､
内
侍

所
臨
時
御
神
楽
下
行
は

｢御
所
戒
｣
で
渡
さ
れ
て
い
る
｡
表
行
事

と
内
儀
の
行
事
と
で
賄
い
の
別
が
あ
る
た
め
､
こ
の
よ
う
な
追
い

が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

(25
)
r隔
糞
記
し

一
(恩
文
閣

1
九
九
七
)
寛
永

]
五
年

一
一
月
六

日
粂

(2
)
r家
記
し
天
保

一
〇
年

1
0
月
二
1
日
粂

一
一
五



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
四
号

(二
〇
〇
三
年
)

(27
)
前
掲
註
l

r地
下
家
伝
L
を
中
心
に
検
討
｡
袖
同
家
に
つ
い
て
は

上
巻
三
七
四
頁
～
三
七
六
頁
｣
.

上
御
倉
立
入
家
に
つ
い
て
は
中
巻

一
〇
七
三
頁
-

一〇
七
六
頁
を

参
考
に
し
た
｡

(28
)
代
表
的
な
も

の
と
し
て
､
橋
本
義
彦

｢勧
修
寺
流
藤
原
氏
の
形
成

と
そ
の
性
格
-
古
代
来
期
中
涜
貴
族
の
一
典
型
と
し
て
｣
.(同

r平
安
貴
族
の
研
究
｣
吉
川
弘
文
館

一
九
七
六
)｡
近
年
で
は
松

薗
斉
氏
に
よ
る

｢日
記
の
家
｣
と
し
て
の
側
面
も
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
が
'
そ
の
論
稲
の
中
で
勧
修
寺
家
に
関
す
る
研
究
史
整
理

を
さ
れ
て
い
る

(松
薗
斉

r日
記
の
家

‥
中
世
国
家
の
記
録
粗
放

I
J
第
二
部

｢｢
日
記
の
家
｣
･の
展
開

｣
第
九
章

｢勧
修
寺
流
藤

原
氏
｣

吉
川
弘
文
館

一
九
九
七
)0

(29
)
r年
々
改
正
雲
上
明
覧
大
全
l
天
保
九
年

(国
文
学
研
究
資
料
館

史
料
館
蔵
三
井
文
庫
旧
蔵
資
料
)

(謝
)
r家
記
し
弘
化
四
年
正
月
四
日
粂

(a
)
以
下
に
つ
い
て
は

r家
記
し
弘
化
四
年
正
月
E
l日
条

.

(刀
)
r息
成
公
手
録
書
類
寓
｣

1.
(日
本
史
籍
協
会
叢
書

r三
条
実
万

事
録
L
J
1
)
三
三
頁
｡
な
お
'
同
史
料
に
関
,)
て
は
伏
木
陽
介
氏

の
御
教
示
を
得
た
｡
禁
裏
に
上
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
収
入
も
考

え
も
れ
る
が
､･
こ
の
点
に
関
し
て
は
十
分
な
検
討
が
で
き
て
い
な

い
｡

(33
)
前

掲
註
12
高
埜
論
文

一
一
六

(34
)
前
掲
註
29

r年
々
改
正
雲
上
明
覧
｣
､

(35
)
前
掲
註
18

｢地
下
家
伝
】
上
七
二
〇
頁

(36
)
前
掲
註
18

r地
下
家
伝
J
中

1
〇
七
六
頁

(3
)
同
月
条
に

｢立
入
本
所
附
属
御
由
緒
柄
家
司
家
格
別
段
､
是
祈
願

最
前

一
人
賜
之
流
例
也
'
按

_
温
恭
公
経
逸
卿
殊
古
儀
御
覚
悟
こ

付
'
御
先
代

光
豊
郷
御
記
之
趣
ヲ
以
如
此
御
取
故
こ
相
成
侯
事
'

立
入
宗
謹
当
時
雄
出
仕
'
於
雑
草
役
者
見
習
'
尤
末
席
也
｣
と
あ

る
q

(38
)
孟
丸
は
後
に
穂
波
家
を
相
続
｡
天
保

二
二
年
の
～r年
々
改
正
雲
上

明
覚
1
.(東
京
大
学
史
料
編
碁
所
蔵
)
に
よ
る
と
'
穂
波
孟
丸
は

従
五
位
下
で
九
歳
で
あ
る
｡
但
し
'
本
文
中
で
碇
示
し
た
史
料
の

よ
う
に
'
必
ず
し
も
実
年
齢
と

一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
-
'

実
際
は
よ
り
後
年
に
出
生
し
た
可
能
性
が
あ
る
｡

(8
3)
前
掲
註
l

r地
下
家
伝
｣
中

1
〇
七
七
頁
に
よ
れ
ば
'
天
保
七
年

丁
二
月

一
七
日
に
五
八
歳
で
死
去
｡

(40
)
r家
記
L
I天
保

一
〇
年
正
月

1
日
条

(4

)
r家
記
｣
天
保

1
0
年

一
〇
月
二
一
日
粂

(

42
)

r家
記
し
天
保

一
〇
年

二
一月
二
九
日
粂

(43
)
r家
記
｣
天
保

1
四
年

一
二
月
二
五
日
条
に
よ
れ
ば
'
常
御
殿
分

と
し
て

一
二
本
が
調
進
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
'
二
七
日
条
に
は

｢帝
柄
調
進
料
三
斗
代
銀
拾
三
匁
｣
を
勘
便
所

(勘
便
は
禁
裏
ロ



向
役
人
で
､
禁
裏
御
料
の
金
穀
出
納
を
掌
る
)
で
受
け
取
っ
て
い

る
o

(鶴
)
前
掲
註
l

r地
下
家
伝
｣
下
八
三
七
貢
に
よ
る
と
､
波
速
供
永
と

い
う
人
物
で
､
光
格
院
の
院
随
身
を
勤
め
て
い
る
人
物
で
あ
る
｡

お
そ
ら
-
'
こ
の
関
係
か
ら

｢御
用
掛
｣
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
｡

(
45

)

詳
細
は
不
明
｡
院
雑
色
座
田
家
と
関
係
あ
る
か
｡

(

46
)

文
景
が
誰
に

｢差
抑
相
伺
｣
っ
た
の
か
'
ま
た
誰
か
ら
指
示
を
受

け
た
の
か
に
つ
い
て
は
日
記
に
記
載
が
見
え
な
い
｡

(4
)
r家
記
]
天
保

1
四
年
三
月
三
〇
日
粂

(g
)
r家
記
し
天
保

1
四
年
四
月

l
二
日
条

.

(49
)
東
園
家
は
藤
原
道
長
男
頼
宗
か
ら
始
ま
る
中
御
門
家
流
で
あ
る
｡

同
じ
藤
原
北
家
で
あ
っ
て
も
'
流
派
の
相
違
は

｢他
姓
｣
と
扱
わ

れ
た
よ
う
で
あ
る
｡

(5
)
r家
記
]
天
保

1
四
年
正
月
二
日
条
に
よ
れ
ば
､
｢立
入
宗
政
当
時

錐
辞
役
､
家
司
之
家
柄
､
近
来
身
鉢
健
二
付
､
.当
春
御
盃
出
頭
也
｣

と
見
え
､
病
気
に
よ
る

｢辞
役
｣
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
｡

(
.
51
)
武
家
伝
奏
の

｢雑
草
触
｣
の
事
例
は
既
に
大
屋
敷
佳
子
氏
が
論
じ

ゝ

て
い
る

(｢幕
藩
制
国
家
に
お
け
る
武
家
伝
奏
の
機
能
｣
r論
集
き

ん
せ
い
】
七

･
八

一
九
八
二
･
一
九
八
三
)
が
'
同
様
に
蔵
人

琉

･
蔵
人
も
地
下
宮
人
に
触
を
発
給
す
る
場
合
､
｢雑
草
触
｣
で

近
世
後
期
堂
上
公
家
勧
修
寺
家
の
雑
草
に
つ
い
て

(西
村
)

あ
っ
た
｡
例
え
ば
､
r地
下
次
第
｣
作
成
の
際
に
､
各
地
下
宮
人

集
団
へ
番
付
差
出
の
命
令
を
下
す
が
､
そ
の
際
は

｢雑
草
状
｣
と

し
て
､
雑
事
が
発
給
し
て
い
る

(演
島
等
庭
日
次
記
安
永
四
年
正

月
二
六
日
粂

学
習
院
大
学
史
料
飴
蔵
演
良
家
文
沓
)
｡
当
然
'

番
付
は
雑
掌
宛
に
出
さ
れ
る
｡
ま
た
'
地
下
官
人
の
願
書
な
ど
は

必
ず
雑
掌
宛
に
出
さ
れ
る
が
､
時
に
は
雑
草
に
対
す
る
口
添
え
を

依
頼
し
て
い
る
事
例
も
見
ら
れ
る
｡
例
え
ば
'
内
膳
司
横
島
晴
平

が
四
位
昇
進
を
望
ん
だ
際
､
頭
中
将
中
山
忠
能
雑
掌
奥
村
図
書
へ

｢棲
内
々
歎
願
之
串
｣
を
出
し
て
'
｢何
卒
程
宜
敷
御
取
成
こ
て
､

頭
中
将
殿
へ
御
願
被
下
快
哉
者
成
間
数
哉
｣
と
述
べ
て
い
る

(演

島
清
平
日
次
記
天
保

一
一
年
二
月
二
三
日
粂

学
習
院
大
学
史
料

館
蔵
清
畠
家
文
杏
)｡
蔵
人
雑
掌
の
役
割
が
窺
え
よ
う
｡

(52
)
r家
記
｣
天
保

1
0
年

1
二
月
二
〇
日
粂

(EB
)
宗
誼
に
つ
い
て
は
前
掲
註

1
八

r地
下
家
伝
｣
中

1
〇
七
六
頁
､

三
宅
光
潤
に
つ
い
て
は
岡
本
上
七
二
〇
頁
｡
弘
化
四
年

r雲
上
朋

党
大
全
l
(国
文
学
研
究
資
料
飽
史
料
餌
戒
三
井
文
庫
旧
蔵
資
料
)

に
よ
れ
ば
､
宗
政
･
文
京
･
光
潤
が
記
さ
れ
て
い
る
が
､
既
述
の

よ
う
に
宗
政
は
辞
役
し
て
い
る
｡
r家
記
し
弘
化
四
年
正
月

1
日

条
に
は

｢御
倉
開
｣
を
行
な
う
雑
草
役
と
し
て
宗
謹
･
文
放

･
光

潤
が
記
さ
れ
て
い
る
｡

(別
)
r家
記
J
天
保

一
四
年
二
月

1
四
日
粂一一

七



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
四
号

(二
〇
〇
三
年
)

(tB
)
r家
記
し
天
保

1
四
年
二
月
二
七
日
粂

(56
)
r家
記
｣
弘
化
四
年

一
〇
月

一
二
日
粂

(57
)
r家
記
し
弘
化
四
年

一
二
月

一
六
日
粂

(58
)
r顕
彰
日
記
｣
弘
化
四
年

一
〇
月

一
二
日
粂

(東
京
大
学
史
料
編

纂
所
蔵
写
真
帳
)

(R
)
前
掲
註
5

r顕
彰
日
記
｣
に
は
詳
細
な
儀
式
次
第
が
記
さ
れ
て
い

る
｡
例
え
ば
､
蔵
人
辞
退
直
前
の

｢礼
服
御
覧
｣
(九
月
五
日
粂
)

で
は
t
､顕
彰
が
奉
行
を
勤
め
て
い
る
が
'
儀
式
に
関
す
る
細
か
い

記
載
が
見
ら
れ
る
｡

(仰
)
西
村
慎
太
郎

｢近
世
堂
上
公
家
と
地
下
宮
人
の
家
礼
関
係
｣
(二

〇
〇

一
年

｢
〇
月
二
五
日
歴
史
学
研
究
会
近
世
史
部
会
例
会
報

告
)

(61
)
前
掲
註
00
西
村
報
告

八




